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4年に一度の選挙
理事長

髙橋　正孝

任期も 2 年では短過ぎ、4 年に延長して委員会の全般的なレベルアップをすることも目標に加え

ています。

３、 委員候補者と代議員（選挙権行使者）の選任

実際の選挙に当たっては、正会員全員が参加し、一定期間内に高い投票率を実現することは困

難であるとの見地から、正会員中定められた資格を有する方々に、代議人に就任いただき、別途

推薦された委員候補者のリストの中から投票する方法を採用しました。

　　正会員より ４０ 名の委員選考会代議員選出　／　受託確認

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　 代議員、理事会、委員会は委員候補者推薦　／　2００ 名以内

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　 代議員による選考会で委員選出　／　６０ 名以内、受託確認

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　  新委員による委員会で委員長、副委員長選任

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　　　　　理事会にて承認

平成 3 年以降上記制度に対し、任期の見直し、構成人員の見直しなどが行われながら現在に至っ

ております。

４、 その他

新委員会の承認をもって、現理事会構成の理事の任期が満了し、新委員長、理事会推薦者、㈱

日高カントリー倶楽部役員による理事会が動き出します。理事会では入会希望者の審査、委員会

の提案、会員の要望事項などが審議され、決議機関としての理事会は、執行機関の分科委員会と

密接なつながりをもって活動して参ります。

以上、分科委員選任の時期に当たり、当クラブ運営の原動力となる分科委員選任のプロセスな

どにつき紹介させていただきました。

4 年に一度の選挙というと、昨年から世界の関心が集まっているアメリカ大統領選挙がこの所

の大きな話題でしょうが、当日高カントリークラブに於いても、平成 3 年から分科委員の選任に

当たり、固有の選挙制度を実施しています。前号会報（日高 NO.１１０）で、本年実施することになっ

た手順等を紹介しており、ここではその沿革などにふれ、関係する会員各位のご協力をお願いす

るものであります。

　

１、 分科委員会の変遷

クラブ運営の主体である分科委員会の活動は、ゴルフ場開場の昭和3６年から始まりました。また、

当初理事会が構成され、理事会で分科委員長を選任し、委員長が委員候補者を選び理事会に委員

の承認を求めていたようであります。尚、昭和 3６ 年にはコース、競技・ルール、エチケット・フェ

ローシップ、プロ・キャディ、ハウス、パブリッケーションの 6 委員会で構成されておりましたが、

平成 2４ 年にはコース、競技・ルール、エチケット・フェローシップ・ハウス、キャディ、ハンディ

キャップの 5 委員会になっております。

２、 選挙制度の採用とその目標

分科委員には専門知識と経験が要求されてはおりますが、従来は選任対象者の幅も狭く、固定

してしまうなどの問題点もありました。平成 2 年の １１ 月に開催された理事会では、

①　正会員による選挙で委員を選任する。

②　委員は委員会を組織し、委員長、副委員長を互選する。

③　委員長は理事会の構成員となる。

の要点が決議され、平成 3 年度からの実施となりました。こうした決定の背景として、従来から

の問題点に加え、出来るだけ多くの会員にクラブ運営に関心を持っていただき、その活動に直接

あるいは間接的にも関与いただくことに加え、透明性のある制度にする必要があったからです。尚、

コラム

125210_No111_02-14.indd   2 12/12/06   11:11



3

任期も 2 年では短過ぎ、4 年に延長して委員会の全般的なレベルアップをすることも目標に加え

ています。

３、 委員候補者と代議員（選挙権行使者）の選任

実際の選挙に当たっては、正会員全員が参加し、一定期間内に高い投票率を実現することは困

難であるとの見地から、正会員中定められた資格を有する方々に、代議人に就任いただき、別途

推薦された委員候補者のリストの中から投票する方法を採用しました。

　　正会員より ４０ 名の委員選考会代議員選出　／　受託確認

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　 代議員、理事会、委員会は委員候補者推薦　／　2００ 名以内

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　 代議員による選考会で委員選出　／　６０ 名以内、受託確認

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　  新委員による委員会で委員長、副委員長選任

　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　　　　　理事会にて承認

平成 3 年以降上記制度に対し、任期の見直し、構成人員の見直しなどが行われながら現在に至っ

ております。

４、 その他

新委員会の承認をもって、現理事会構成の理事の任期が満了し、新委員長、理事会推薦者、㈱

日高カントリー倶楽部役員による理事会が動き出します。理事会では入会希望者の審査、委員会

の提案、会員の要望事項などが審議され、決議機関としての理事会は、執行機関の分科委員会と

密接なつながりをもって活動して参ります。

以上、分科委員選任の時期に当たり、当クラブ運営の原動力となる分科委員選任のプロセスな

どにつき紹介させていただきました。

4 年に一度の選挙というと、昨年から世界の関心が集まっているアメリカ大統領選挙がこの所

の大きな話題でしょうが、当日高カントリークラブに於いても、平成 3 年から分科委員の選任に

当たり、固有の選挙制度を実施しています。前号会報（日高 NO.１１０）で、本年実施することになっ

た手順等を紹介しており、ここではその沿革などにふれ、関係する会員各位のご協力をお願いす

るものであります。

　

１、 分科委員会の変遷

クラブ運営の主体である分科委員会の活動は、ゴルフ場開場の昭和3６年から始まりました。また、

当初理事会が構成され、理事会で分科委員長を選任し、委員長が委員候補者を選び理事会に委員

の承認を求めていたようであります。尚、昭和 3６ 年にはコース、競技・ルール、エチケット・フェ

ローシップ、プロ・キャディ、ハウス、パブリッケーションの 6 委員会で構成されておりましたが、

平成 2４ 年にはコース、競技・ルール、エチケット・フェローシップ・ハウス、キャディ、ハンディ

キャップの 5 委員会になっております。

２、 選挙制度の採用とその目標

分科委員には専門知識と経験が要求されてはおりますが、従来は選任対象者の幅も狭く、固定

してしまうなどの問題点もありました。平成 2 年の １１ 月に開催された理事会では、

①　正会員による選挙で委員を選任する。

②　委員は委員会を組織し、委員長、副委員長を互選する。

③　委員長は理事会の構成員となる。

の要点が決議され、平成 3 年度からの実施となりました。こうした決定の背景として、従来から

の問題点に加え、出来るだけ多くの会員にクラブ運営に関心を持っていただき、その活動に直接

あるいは間接的にも関与いただくことに加え、透明性のある制度にする必要があったからです。尚、
コラム 1

125210_No111_02-14.indd   3 12/12/06   11:11



4

2

中心視と周辺視
熟練者はこのような「ボールを見ていない」視線

の動きでどのような視覚情報を得ているのでしょう
か。ライン上ではあるものの、特定の対象に視線を
置いておらず、どこに視線があるかという結果だけ
ではこのような熟練者の視線の動きを説明できませ
ん。この視線の動きを説明するには、中心視と周辺
視という 2 つの視覚システムの概念が必要になりま
す。これらは、解剖学的、神経生理学的にその存在
が明らかで、近年の運動生理学においても注目され
ています。中心視は分野によって範囲は異なるもの
の、視野の中心部における視覚です。物体の形状、
色などの情報を処理し、文字の認識などの「認知」
に利用されます。それに対して周辺視は、視野にお
ける中心視の外側の範囲における視覚であり、物体
の位置および運動情報を処理し、動いている物のス
ピードやその位置など「運動」に関することに利用
されます。この 2 つの視覚システムは人間の生活に
おいては互いに協調しており、それ単独では十分な
機能を有しているとは言えません。つまり、中心視
に該当する視線の位置でだけでは視覚の機能を十分
に説明できないことになります。また、周辺視は、
物体の位置や動きのほかにも自分自身のバランスな
ど身体運動の面にも大きな影響があることがわかっ
ています。つまり、熟練者は周辺視を使い、ボール
やクラブヘッドなどの位置関係、さらには自分のス
イング動作までも含め、視覚情報を活用していると
いえます。

このような事例はゴルフだけには限りません。野
球のバッターは、投手のリリース時の肘付近に視線
を置きますし、サッカーでボールを奪いに行く時に
は膝周辺に視線を置きます。これら周辺視を活用す
るために置く、一見すると意味のない視線位置を

「Visual Pivot」といいます。各スポーツの熟練者は、
「Visual Pivot」に視線を置き、運動において必要な、
より多くの情報を視覚情報として得ています。

さらに、熟練者が周辺視機能を活用していること
を示唆するデータがあります。人間は左右の眼のわ
ずかに異なった像を融合することで、立体や奥行き
を知覚することを可能にしています。このような眼
球の動きを輻輳開散運動といいます。その際の両眼
からなる角度を輻輳角といいます。他にも要素があ
るため正確ではありませんが、輻輳角が分かれば、

運動生理学とゴルフ

「ボールを良く見ろ」？
「ゴルフのショット、パッティングをする際にどこ

を見るのが正しいですか？」という質問に対して、
多くの方はボールと答えると思います。これは有名
なアドバイスとして「ボールを良く見ろ」というも
のがあることに起因しています。入門書にはこれに
類する言葉が書かれていることが多いですし、練習
場などでは初心者がそう指摘されている光景をよく
見かけます。このアドバイスは、視線の安定を意識
させることによって、スイング中に頭が動いてしまっ
て、もしくは極度のヘッドアップによって軸がずれ
すぎてしまうことを防止する意図があると推測され
ます。しかし、質問を少し変えて、「コースでショット、
パッティングをする際にどこを見ていますか？」と
した場合には、ボールと答える方の数は少なくなる
のではないでしょうか。むしろ、どこを見ているの
かわからないと答える方が多いでしょう。実際にプ
ロゴルファーや上級者にアンケートをとったところ、
そのような回答が多数を占めました。

では、ゴルファーはショット、パッティングをす
る際にどこを見ているのでしょうか。人の目の動き
を計測できる装置として「アイカメラ」というもの
があります。装置は非常に小型で帽子型になってお
り、シミュレーションではなく日常の動作やスポー
ツなど実際の場面で、人がどこに視線を向けている
かのほか、様々な眼球運動のデータを測定すること
ができます。TV 番組などで、運転中の視線の動き
などをアイカメラで撮影した映像を見たことがある
方もいらっしゃると思います。そこで、ゴルファー
がショット、パッティングをする際にどこを見てい
るかという謎を解明するために、アイカメラを使用
し、実際にパッティングを行う際のプレーヤーの眼
球運動を計測し、分析を行いました。プロゴルファー
やスクラッチプレーヤーからなる熟練者、ハンディ

キャップ2から１5程度のアマチュアからなる中級者、
そしてゴルフの経験がほとんどない初心者に分けて
実験を行ったところ、それぞれのグループ間で大き
な差がありました。

熟練度による差
初心者はボールに視線を置く者、クラブを追う者、

視線の位置が全く一定しない者などプレーヤーによ
りばらばらで、同じプレーヤーでも毎回異なるパター
ンを示すこともあり、ストロークを通じての明確な
傾向はありませんでした。しかし、インパクトの少
し前からはボールに視線が集中する傾向が見られま
した。中級者は、ストローク始動以前よりボールに
対して視線を置き、ストローク中はそのままボール
に視線を置いていました。また、インパクト以後も、
ボールのあった位置に視線を維持する時間が極めて
長い傾向がありました。この両グループに共通の傾
向としては、インパクト直前には頭部の動きとともに
視線が目標方向にずれるという現象が見られました。

これに対し熟練者は、ストローク前半はストロー
ク始動以前においてヘッドのあった位置に視線を置
き、インパクト直前にボールから目標方向に約 4cm
の位置に視線を随意的に移動していました。つまり、
熟練者はストローク中のいかなる時もボールには視
線を置いていないということが明らかになりました。
視線は中級者よりも動いているにもかかわらず、熟
練者は頭部運動がほとんど見られなかったことも特
徴の一つです。

図 1   スキルレベルごとの視線位置の概念図

慶應義塾大学
総合政策学部　講師

博士（学術）（慶應義塾大学）
内藤　潔
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からなる角度を輻輳角といいます。他にも要素があ
るため正確ではありませんが、輻輳角が分かれば、

奥行きのどの地点で焦点を合わせているかおおよそ
推定することができます。アイカメラは両眼で撮影
されているため、輻輳角もデータとして出力されま
すが、熟練者の輻輳角のみ、0.2 度ほど小さい数値
を示していました。初心者や中級者はボールに焦点
が合う数値である一方で、熟練者はボールではなく
地中に相当する １０cm ほど遠くに焦点が合う数値に
なっています。このことから、熟練者はしっかりと
ボールを見ようとはしていないことが明らかになり
ます。つまり、熟練者はパッティングの際に中心視
はほとんど利用しておらず、周辺視を多く利用して
いることが示唆されます。

まとめ
以上のことから、ゴルフの熟練者は周辺視による

視覚情報を有効活用しているといえます。しかしな
がら、熟達するために、熟練者の視線の動きをその
まま真似すればよいかといえば、そうではありませ
ん。周辺視機能の大きな特徴として、不随意的であ
るという点があります。よって、熟練者の視線移動
パターンは意図的に行っているものではなく、練習、
経験などによって自然に形成されていくものである
と考えられます。どのような過程を経て、熟練者の
視線移動パターンが形成されていくかについては今
後も長期的な研究が必要となってきます。

しかし、文頭で述べた「ボールをよく見ろ」とい
うアドバイスに関しては否定的な見解を示さざるを
得ません。人間の注意の容量には限界があるため、

「ボールを見る」という中心視の負荷が増える行為に
より、周辺視の機能が減少する結果になります。よっ
て、ボールを見ようとする行為が周辺視の活用を妨
げていることが考えられます。視線の位置が全く安
定していない初心者には、段階を踏むためにも有効
であるかもしれません。しかし、ある程度のレベル
に達した場合には、熟練者の視線移動パターンを形
成しやすくするためにも、ボールを見ることを意識
することなく、ボールの周辺を「ぼやっと」リラッ
クスした状態で見ることが運動生理学的には最適な
アドバイスであるといえます。

内藤　潔氏
公益財団法人日本ゴルフ協会財務部委員
日高研修会会員
24 年度倶楽部対抗競技選手

キャップ2から１5程度のアマチュアからなる中級者、
そしてゴルフの経験がほとんどない初心者に分けて
実験を行ったところ、それぞれのグループ間で大き
な差がありました。

熟練度による差
初心者はボールに視線を置く者、クラブを追う者、

視線の位置が全く一定しない者などプレーヤーによ
りばらばらで、同じプレーヤーでも毎回異なるパター
ンを示すこともあり、ストロークを通じての明確な
傾向はありませんでした。しかし、インパクトの少
し前からはボールに視線が集中する傾向が見られま
した。中級者は、ストローク始動以前よりボールに
対して視線を置き、ストローク中はそのままボール
に視線を置いていました。また、インパクト以後も、
ボールのあった位置に視線を維持する時間が極めて
長い傾向がありました。この両グループに共通の傾
向としては、インパクト直前には頭部の動きとともに
視線が目標方向にずれるという現象が見られました。

これに対し熟練者は、ストローク前半はストロー
ク始動以前においてヘッドのあった位置に視線を置
き、インパクト直前にボールから目標方向に約 4cm
の位置に視線を随意的に移動していました。つまり、
熟練者はストローク中のいかなる時もボールには視
線を置いていないということが明らかになりました。
視線は中級者よりも動いているにもかかわらず、熟
練者は頭部運動がほとんど見られなかったことも特
徴の一つです。

図 1   スキルレベルごとの視線位置の概念図 コラム 2
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髙橋　正孝
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コラム

キャッスル・コースを含め、7 つのコースがある。オー
ルド・コース（全長 ６72１ Ｙ）はハンディキャップ
証明書（男性 2４ 以下、女性 3６ 以下）がないと、プ
レー出来ないので、今回は娘のためにジュビリー（同
６7４2 Ｙ）とキャッスル（同 ６759 Ｙ）を予約していた。

驚いたことに、両方とも日本の旅行会社を通じて
予約したはずのキャディがいないという。通常オー
ルド・コースには １5０ 人、車で １０ 分離れたキャッス
ルには 3０ 人いるのに、週末で引く手あまた、一人も
残っていないそうだ。リンクスでキャディなし、と
いうのは私と娘にとって、ナビ無しに樹海に分け入
るも同然だった。途方に暮れていると、キャディマ
スターのポールが同情して、異例のことだが １8 ホー
ルを一緒に歩いてくれると言う。４０ 代前半の穏やか
な人柄で、若い時はオールド・コースでキャディを
していたが、足を痛めてから転職したそうだ。キャッ
スル・コースには、海に面した円形の美しいクラブ
ハウスがあり、9 番ホールと １8 番ホールがダブルグ
リーンになっている。バックからは難コースだが赤
からは 5４６０ Ｙ。ジュビリーが 5925 Ｙ、オールドが
６０32 Ｙなので、女性ゴルファーも十分楽しめる。

3

ゴルフ発祥の地スコットランド。その首都エディ
ンバラは人口約 38 万人、ロンドンから飛行機で 1 時
間 １０ 分、夜行電車だと 7 時間半かかる。大昔、火山
の噴火で出来た丘や岩山があり、街全体が起伏に富
んでいる。2０１2 年 8 月、世界的に有名な国際フェス
ティバルで一時的に人口が 2 倍に膨れ上がったこの
美しい中世の街に、私はおよそ2０年ぶりに帰ってきた。

当時 2 歳だった娘は大学 3 年生。協定留学で１
年間、エディンバラ大学で法律を学ぶ。といっても、
かつてゴルフが命であった母親としては、ゴルフの
聖地でゴルフを学ばないで帰らせるわけにはいかな
い。2 週間の滞在中、エディンバラのバルモラルホ
テルを根城に、グレンイーグルズとセント・アンド
リュースを 3 泊ずつ、合計 5 ラウンド、始めは気乗
りのしない娘をどうにかこうにか引っ張って無事に
回って来た。

グレンイーグルズでは、キングズ（全長 ６79０ Ｙ）
とクィーンズ（同 592６ Ｙ）の 2 コースをラウンドし
たが、早起きの苦手な娘に合わせ、正午に近いスター
トをとった。遅い朝食の時、ふと隣のテーブルに目
をやると、真っ黒に日焼けした見覚えのあるラテン

系の男性が、ラコステの濃紺のＴシャツを着て、ブ
ルーベリーマフィンとオリーブのパンをゆっくりと
味わいながら、深いまなざしで遠くを見つめていた。
スペインのオラサバルだ。今年のライダーカップの
ヨーロッパキャプテンである。私達の滞在中、グレ
ンイーグルズでは折しもジョニーウォーカー選手権
が開催され、ダレン・クラークやモンゴメリーも宿
泊していた。翌日も偶然朝食が同じ時間で、会釈し
たらオラサバルもうなずいてくれた。有名選手はファ
ンを大切にする。このあと、娘が少しずつゴルフに
関心を示し始めた。セント・アンドリュースへの移
動日の朝、娘は珍しく早起きして、8：０5 スタートの
オラサバルとダレン・クラーク、後続のヒメネスや
モンゴメリーに付いて回った。「他人のプレーがこん
なに面白いと思ったのは、生まれて初めてよ！」と
大喜び。小さい時から、両親のトップやダフリばか
り見て育ったのだから、仕方あるまいか。

グレンイーグルズから車で 1 時間半。セント・ア
ンドリュースは人口 1 万人。北海に面した美しい町
だ。１5 世紀初めに設立されたセント・アンドリュー
ス大学は、英国のウィリアム皇太子夫妻の母校とし
ても有名である。この町には 4 年前にできた新しい

聖地再訪
　

菅野　桂子
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クィーンズの名物　₁₈ 番谷越え

ポールと 3 人で

shell に捕まり、大変

ポールと娘

コラム
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キャッスル・コースを含め、7 つのコースがある。オー
ルド・コース（全長 ６72１ Ｙ）はハンディキャップ
証明書（男性 2４ 以下、女性 3６ 以下）がないと、プ
レー出来ないので、今回は娘のためにジュビリー（同
６7４2 Ｙ）とキャッスル（同 ６759 Ｙ）を予約していた。

驚いたことに、両方とも日本の旅行会社を通じて
予約したはずのキャディがいないという。通常オー
ルド・コースには １5０ 人、車で １０ 分離れたキャッス
ルには 3０ 人いるのに、週末で引く手あまた、一人も
残っていないそうだ。リンクスでキャディなし、と
いうのは私と娘にとって、ナビ無しに樹海に分け入
るも同然だった。途方に暮れていると、キャディマ
スターのポールが同情して、異例のことだが １8 ホー
ルを一緒に歩いてくれると言う。４０ 代前半の穏やか
な人柄で、若い時はオールド・コースでキャディを
していたが、足を痛めてから転職したそうだ。キャッ
スル・コースには、海に面した円形の美しいクラブ
ハウスがあり、9 番ホールと １8 番ホールがダブルグ
リーンになっている。バックからは難コースだが赤
からは 5４６０ Ｙ。ジュビリーが 5925 Ｙ、オールドが
６０32 Ｙなので、女性ゴルファーも十分楽しめる。

聖地再訪。ゴルフの神様が守ってくださったのか、
娘と一緒のラウンドは全て天気に恵まれ、気温も １5
度前後で快適であった。結局、ジュビリーコースで
も 7 番ホールの途中から、ルークという 2０ 歳の男の
子が娘のキャディをしてくれ、気が楽になったのか、
彼女のスコアが突然 1 ホールにつき 2 ～ 3 打良く
なった。年齢も近いので会話もはずんでいたようだ。
エディンバラに戻る朝、幸運にもオールド・コース
６：3０ のトップスタートが決まり、またもや早起き
した娘がカメラを持って １8 ホール付いて回ってくれ
た。前日のルークがバッグを担ぐ。前半は晴れで無
風、パーもきて、2０ 年前のリベンジ成功と思われたが、
後半は激しい雨と風。おまけ shell（貝）と hell（地獄）
という名物バンカーに捕まり、オールド・コースだ
け １００ が切れなかった。だが、いつの日か自分もオー
ルド・コースを回りたい、と願う娘にゴルフのバト
ンは確実に手渡せた。

菅野　桂子氏
エチケット・フェローシップ・ハウス委員
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系の男性が、ラコステの濃紺のＴシャツを着て、ブ
ルーベリーマフィンとオリーブのパンをゆっくりと
味わいながら、深いまなざしで遠くを見つめていた。
スペインのオラサバルだ。今年のライダーカップの
ヨーロッパキャプテンである。私達の滞在中、グレ
ンイーグルズでは折しもジョニーウォーカー選手権
が開催され、ダレン・クラークやモンゴメリーも宿
泊していた。翌日も偶然朝食が同じ時間で、会釈し
たらオラサバルもうなずいてくれた。有名選手はファ
ンを大切にする。このあと、娘が少しずつゴルフに
関心を示し始めた。セント・アンドリュースへの移
動日の朝、娘は珍しく早起きして、8：０5 スタートの
オラサバルとダレン・クラーク、後続のヒメネスや
モンゴメリーに付いて回った。「他人のプレーがこん
なに面白いと思ったのは、生まれて初めてよ！」と
大喜び。小さい時から、両親のトップやダフリばか
り見て育ったのだから、仕方あるまいか。

グレンイーグルズから車で 1 時間半。セント・ア
ンドリュースは人口 1 万人。北海に面した美しい町
だ。１5 世紀初めに設立されたセント・アンドリュー
ス大学は、英国のウィリアム皇太子夫妻の母校とし
ても有名である。この町には 4 年前にできた新しい コラム 3

ポールと 3 人で

shell に捕まり、大変

18 番。3 打目 50Y でグリーンに乗る

スウィルカン・ブリッヂでルークと 3 人で

ポールと娘
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ゴルフを休み礼文島へと旅することにした。7 月
2６ 日夕方出発。青森大間発のフェリー最終便が １４ 時
2０ 分、8 月に入ると 1 便増えて １６ 時 2０ 分発がある。
今回の旅は前日に郡山まで行く、翌朝 7 時に出れば
約 7 時間ある、大間港まで無理走りせずに着くと計
算した。夕方の時間帯にもかかわらず郡山までスムー
ズに走って来た。この楽々走行が考えを誤らせ後で
震災の爪あとの大きさを知ることになる。都賀西方
PA で休息、外に出ると今年初めて聞くセミの声だ、
また珍しい物が喫煙所の近くにあった。それは古墳、
説明板を読むと高速道路の下から出土してこの場所
に移動修復して復元したと書いてあった。永い眠り
についていたこの古墳の主は大迷惑をしたことだろ
う ? 内部を覗くと石棺らしい物はない、私は立ち上っ
て古墳の主に黙礼した、機会があれば一見するのも
面白いと思います。

翌朝 7 時郡山インターに入る、八戸道まで十数ケ
所で道路工事、その度にスピードダウン。前沢 SA
から安代インターまで工事区間が連続だったので時
間通りに着くかと焦りだした。「八戸道に入ると車も
少ないので時間が稼げる」だが八戸道も震災の被害
を受けていて路面のひび割れ、段差、前輪に受ける

衝撃は大きい、１００ キロ以内で走るのがやっとだ。大
震災では福島・宮城・岩手の国道・県道・鉄道が被
災し緊急物資の輸送路として唯一つ残ったのが東北
自動車道、昼夜大型車が移動して 1 年 4 ケ月、道路
の疲弊も当然だろう、東北道もそれに合わせて補修
工事を始めたようだ。お昼ごろ百石 I.C、１４ 時まで 2
時間しかない、I.C を出てもう一度カーナビのセット
をしたら到着時間は １5 時 5０ 分、フェリーに間に合
わない、大間を諦め青森港に向う。今は便利、携帯
電話で乗船予約ができた、函館港まで 4 時間かかる、
夕方デッキに出ると空は雲が多く時々雲間から顔を
出す夕日が洋上にオレンジ色の橋を造っていた（大
震災から 1 年 4 ケ月高速道路は計画時間通り走行で
きるとみていたが被災地の復旧もまだまだかかりそ
うです）。翌日函館の旧市街を歩くと明治時代の公間
堂教会又坂が多い街でその教会の前で同年代のライ
ダー ? に出逢った、バイクはホンダの 95cc、ナンバー
を見ると千葉の人で北海道へ渡って来たようだ、国
道 ~ 県道を走行して来たとのこと勇気のいることで
すね。7 月 2０ 日に千葉出発、昨日の午後に函館に着、
定年を待って計画を実行、バイクの荷台には大きな
プラスチックの箱、驚くことに荷台には洗濯した下
着が干してある。〈3 週間北海道をぶらぶら、帰り道
は日本海沿いを 9 月中旬に千葉に帰るそうです。北
海道のバス停は屋根付き、雨やどり野宿には良いで
すよ〉と語ってくれた。見栄もなく自由になった喜
びを楽しそうに語る彼が私は少し羨ましかった ~~~。

稚内午後 4 時頃着、出発の地の札幌では 3０ 度、宗
谷岬では １2 度、東京では 3 月上旬の気温である、間
宮林蔵日本最北端の碑を私は震えながらカメラに収
めた。翌日 6 時半頃フェリーは霧の稚内港を出発、

沖合に出ると明るくなり今日の天気に望みがもてそ
うだ。礼文島まで約 2 時間、途中利尻富士が姿を
現わした。7 合目より上は雲を被っている、到着し
てから観光タクシーで料金は高い。夏期だけ人が集
まる北島では仕方がないかも、下船する人の多さに
びっくりした。礼文は花の島で〈あつもり草〉を植
物園に見に行く。ちょっと味気ないが島を代表する
花なので一見したい。葉の部分はスズ蘭、花は純白
で 3０cm 程の丸い袋状の花。スコトン岬、澄海岬海
ではアザラシが泳いでいた。エゾカンゾ、レブン草、
エゾナデシコ、花々を見ながら香深井へ林道を登っ
て行くとアルプスの乙女エーデルワイスの群生地へ、
うす雪草は白い綿毛に露の玉をのせて咲いていた（あ
まり花には詳しくありません…）。

花を堪能して車へ。風と霧がますます強くなって
きた。桃岩、桃の形をした丸い岩で近づいてみると
声が出る程大きい自然の造形の凄さを見た様な気が
する。メノウ浜地蔵岩へ、メノウ石は見つからなかっ
たが思わぬ人に出会った。2 年前奥多摩の古理駅の
近くで、私と同じ位の歳で、彼の店は昼食をとった
店の前で土産店をしていて〈花の島礼文島〉の看板
を出していて、店内には皮のアクセサリーが色々と

東北道～礼文島にて

田中　倉造

コラム
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災し緊急物資の輸送路として唯一つ残ったのが東北
自動車道、昼夜大型車が移動して 1 年 4 ケ月、道路
の疲弊も当然だろう、東北道もそれに合わせて補修
工事を始めたようだ。お昼ごろ百石 I.C、１４ 時まで 2
時間しかない、I.C を出てもう一度カーナビのセット
をしたら到着時間は １5 時 5０ 分、フェリーに間に合
わない、大間を諦め青森港に向う。今は便利、携帯
電話で乗船予約ができた、函館港まで 4 時間かかる、
夕方デッキに出ると空は雲が多く時々雲間から顔を
出す夕日が洋上にオレンジ色の橋を造っていた（大
震災から 1 年 4 ケ月高速道路は計画時間通り走行で
きるとみていたが被災地の復旧もまだまだかかりそ
うです）。翌日函館の旧市街を歩くと明治時代の公間
堂教会又坂が多い街でその教会の前で同年代のライ
ダー ? に出逢った、バイクはホンダの 95cc、ナンバー
を見ると千葉の人で北海道へ渡って来たようだ、国
道 ~ 県道を走行して来たとのこと勇気のいることで
すね。7 月 2０ 日に千葉出発、昨日の午後に函館に着、
定年を待って計画を実行、バイクの荷台には大きな
プラスチックの箱、驚くことに荷台には洗濯した下
着が干してある。〈3 週間北海道をぶらぶら、帰り道
は日本海沿いを 9 月中旬に千葉に帰るそうです。北
海道のバス停は屋根付き、雨やどり野宿には良いで
すよ〉と語ってくれた。見栄もなく自由になった喜
びを楽しそうに語る彼が私は少し羨ましかった ~~~。

稚内午後 4 時頃着、出発の地の札幌では 3０ 度、宗
谷岬では １2 度、東京では 3 月上旬の気温である、間
宮林蔵日本最北端の碑を私は震えながらカメラに収
めた。翌日 6 時半頃フェリーは霧の稚内港を出発、 コラム 4

沖合に出ると明るくなり今日の天気に望みがもてそ
うだ。礼文島まで約 2 時間、途中利尻富士が姿を
現わした。7 合目より上は雲を被っている、到着し
てから観光タクシーで料金は高い。夏期だけ人が集
まる北島では仕方がないかも、下船する人の多さに
びっくりした。礼文は花の島で〈あつもり草〉を植
物園に見に行く。ちょっと味気ないが島を代表する
花なので一見したい。葉の部分はスズ蘭、花は純白
で 3０cm 程の丸い袋状の花。スコトン岬、澄海岬海
ではアザラシが泳いでいた。エゾカンゾ、レブン草、
エゾナデシコ、花々を見ながら香深井へ林道を登っ
て行くとアルプスの乙女エーデルワイスの群生地へ、
うす雪草は白い綿毛に露の玉をのせて咲いていた（あ
まり花には詳しくありません…）。

花を堪能して車へ。風と霧がますます強くなって
きた。桃岩、桃の形をした丸い岩で近づいてみると
声が出る程大きい自然の造形の凄さを見た様な気が
する。メノウ浜地蔵岩へ、メノウ石は見つからなかっ
たが思わぬ人に出会った。2 年前奥多摩の古理駅の
近くで、私と同じ位の歳で、彼の店は昼食をとった
店の前で土産店をしていて〈花の島礼文島〉の看板
を出していて、店内には皮のアクセサリーが色々と

あり、礼文のパンフレットをもらい受けた、その店
主がメノウ浜に 2 軒しかない土産物店の 1 軒に居た
のです。私の方に気付いたのは彼の方で東京から遠
く離れている島での再会は妙な感激がある。それと
私の小さな庭で 2・3 本のネジレ花が咲く、その花
がこの島でひっそりと咲いていたのが嬉しかったで
す。再度行く機会があったら礼文島内に宿泊してさ
まざまな場所をウォーキングしてみたい。

稚内から札幌まで長いドライブ、名寄に近づくま
で夕立の様な豪雨に 2 度あう。しののめ峠でヒマワ
リの花が目に入った。幅は約 2 キロ位見えなくなる
丘の上までヒマワリは咲いている、ブルガリアのヒ
マワリ畑を見ている様である〈流石北海道人もいな
いが畑もすごい !〉。2 年ぶりの美瑛のモザイク畑を
嘆美し富良野へ、ラベンダーは花の勢いを過ぎてい
たが清らかな香りを楽しませてくれた。札幌のホテ
ルを出て 1 時過ぎに 2 度目のえこりん村。前回は枝
を広げたトマト、その実の数 1 万 6 千ケ、今回は来
園が早かったので 4 千 5 百ケ位、まだまだ実を付
けそうだ。えこりん村に銀河庭園がある。庭や建物
数 3０ ケ所位、英国の女性が設計したと書いてある。
子供の空間や大人の時間があったりと想いつくまま
造ったという感じである。そろそろ苫小牧東港へ向
う。カーナビをひらがなで入力、案内開始、笑い話
の様な失敗をした。カーナビが案内した場所は苫小
牧校、高校だった。今回は電話番号で入力、郡山八
戸の百石で大間港をひらがなで入力したからその時
は間違っていなかった ? 苫小牧東まで確認して案内
開始の画面を押してしまったようだ、早めの出発だっ
たので無事 1 時間前に東港に着いた。笑い話のよう
な細々な失敗だが小さな事でも確認が必要だと港に
着いて反省した。

田中　倉造氏
競技委員
23 年度シニア選手権優勝
日高研修会会員

125210_No111_02-14.indd   9 12/12/06   11:11



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

1010

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

2００１ 年 １2 月に日高の正会員になって、はや １１ 年

が過ぎようとしています。理事長杯には、2００3 年頃

から参加し、2００６ 年に 1 度優勝をさせていただきま

した。当時のハンディキャップは、たしか 5 だった

と記憶しておりますが、このハンディキャップで優

勝できたことを、当時は素直にうれしく、誇らしく

思ったものでした。

実は、前年の 2００5 年に脳梗塞を患い、「もうゴル

フは一生出来ないのではないか？」という不安な毎

日を過ごしていましたが、「絶対に病気を克服して、

もう一度クラブを握り、好きなゴルフを追求したい」

という強い思いでリハビリに励みました。

その翌年での優勝は、いままでにない喜びにつつ

まれ、それと共にゴルフに対する情熱も一段と沸き

立つような感覚をもちました。

さて、今回も前年の 2０１１ 年 5 月に右足首を骨折

し、途中無理したせいもあり、6 ケ月間のブランク

があって、ようやく １１ 月からゴルフを再開できまし

た。しかしその後、約 １5 Ｙ程飛距離が落ちて、この

日高の難コースにどう対処していこうかと頭を思い

巡らせてきました。今まで慣れ親しんできたコース

ですが、飛距離が落ちたことで、全ホール共その攻

め方が今迄とは違ってきます。戸惑いながらプレー

を続けるうちに、昨年の 8 月頃からハンディキャッ

プが 4 ～ 5 位落ちてしまいました。特に象徴的なの

が東 9 番ホール。ご存知のように林とバンカーが戦

略的に配置された難ホールです。以前はバンカーを

越えて、その先の下りを利用し、残り 5０ Ｙ地点にボー

ルを運ぶのが常でしたが、今の飛距離ではそうもい

かず、予選から決勝の 1 ラウンド目まではドライバー

理事長杯を振り返って

コラム 5
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小山田　壮権

今年のクラブ選手権で、私は６回目のクラブチャ

ンピオンになることができました。

一昨年は準決勝で負け、昨年はエントリーをし忘

れ、無事にチャンピオンに返り咲くことが出来て本

当によかったです。

決勝の相手は伊藤佐一さんでした。27 ホールを終

えた時点で私の４ＵＰと楽勝ムードだったのですが、

勝負の世界がそんなに甘いはずがなく、そこから大

変な混戦になってしまいました。西の 1 番、2 番、

5 番と負け、1 ＵＰになった所で、私の緊張感はピー

クに達しました。その 1 ＵＰをなんとか守り続け、

勝負は最終の 9 番ホールに持ち越されました。チャ

ンピオンをかけた渾身のティーショットはふたりと

もほぼ真っ直ぐで、伊藤さんは残り １5０ ヤードのフェ

アウェー、私は残り １１０ ヤードの少しだけ左のラフ

でした。セカンド地点に立つと、メンバーの方々が

ギャラリーとしてグリーンを取り囲んでいるのが見

えました。

セカンドショットは伊藤さんからで、ピンから １2

～ 3 ｍ右のカラーに止まりました。グリーンの面は

砲台で、その周りに小高いドーナツ状の丘がありま

す。そこから、すごい数のメンバーの方々がグリー

ンを囲むようにして見つめる中、私は、セミラフな

のでフライヤーを気にしつつ、ＰＳを握り、ゆっく

りとしたスイングでセカンドショットを打ちました。

球はかなり高く放物線を描き、ピンとオーバーラッ

プするように上がっていきました。飛び出しのスピー

ドから見てフライヤーがかかっていないことを確信

し、勝利に近づいたという気持ちがこみ上げてきま

した。

結果はピン奥 1 ｍちょっとにオン、ラインは下り

ですがボギーはありえません。メンバーの方々がス

タンディングオベーションと万雷の拍手で迎えて下

さる中、帽子を取り、溢れる感謝の気持ちを持って

グリーンに上った瞬間は、私のゴルフ人生で最も感

激した瞬間でした。

なんとか最後まで 1 ＵＰを守りきったというギリ

ギリの形でチャンピオンになったのですが、この熱

戦を振り返り、8 番で 5 ｍのパーパットを成功させ

た伊藤さんに心から感謝を捧げます。

もし、そこで試合が終わってしまっていたら、こ

の人生最大の感激のシーンを私は体験できずに終

わっていたからです。ゴルフはまさしく筋書きのな

い、ドラマチックな、芝の上の格闘技であり、戦う

者たちに様々な思い出を残してくれます。

私はプロゴルファーではありませんから、勝って

ももちろん賞金などありません。けれども、お金に

は換えられない尊い財産を残してくれるような気が

します。

最後になりましたが、最後まで正々堂々と戦って

下さった伊藤さんをはじめ、グリーンで見守って下

さったメンバーの皆様、キャディさん、関係者の方々

に心より御礼を申し上げます。

ゴルフ人生最大の感動
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2００１ 年 １2 月に日高の正会員になって、はや １１ 年

が過ぎようとしています。理事長杯には、2００3 年頃

から参加し、2００６ 年に 1 度優勝をさせていただきま

した。当時のハンディキャップは、たしか 5 だった

と記憶しておりますが、このハンディキャップで優

勝できたことを、当時は素直にうれしく、誇らしく

思ったものでした。

実は、前年の 2００5 年に脳梗塞を患い、「もうゴル

フは一生出来ないのではないか？」という不安な毎

日を過ごしていましたが、「絶対に病気を克服して、

もう一度クラブを握り、好きなゴルフを追求したい」

という強い思いでリハビリに励みました。

その翌年での優勝は、いままでにない喜びにつつ

まれ、それと共にゴルフに対する情熱も一段と沸き

立つような感覚をもちました。

さて、今回も前年の 2０１１ 年 5 月に右足首を骨折

し、途中無理したせいもあり、6 ケ月間のブランク

があって、ようやく １１ 月からゴルフを再開できまし

た。しかしその後、約 １5 Ｙ程飛距離が落ちて、この

日高の難コースにどう対処していこうかと頭を思い

巡らせてきました。今まで慣れ親しんできたコース

ですが、飛距離が落ちたことで、全ホール共その攻

め方が今迄とは違ってきます。戸惑いながらプレー

を続けるうちに、昨年の 8 月頃からハンディキャッ

プが 4 ～ 5 位落ちてしまいました。特に象徴的なの

が東 9 番ホール。ご存知のように林とバンカーが戦

略的に配置された難ホールです。以前はバンカーを

越えて、その先の下りを利用し、残り 5０ Ｙ地点にボー

ルを運ぶのが常でしたが、今の飛距離ではそうもい

かず、予選から決勝の 1 ラウンド目まではドライバー

を使って全てバンカーか林に打ち込んでしまい、特

に決勝の 1 ラウンド目では 5 オン 2 パットの 7 の

大たたきをする始末でした。2 ラウンド目の 9 番ホー

ルではスプーンを使い、バンカー左目から傾斜を利

用して残り 9０ Ｙ地点に。何とかパーで上りましたが、

対戦相手の高橋郁夫さんにバーディーをとられこの

ホール完敗。特に印象に残るホールになりました。

運よく優勝できたのは、自己分析すると、ストロー

クプレーでは集中力がとぎれて大たたきがあります

が、気持ちの切り替えができ集中しなおせるマッチ

プレーは、あまりくよくよ考えない自分には向いて

いるように感じます。

今年の大会は猛暑のなか、予選から決勝まで非常

にタフな 1 ケ月間でありました。同日に行われる 1

回戦・2 回戦の １8 ホールのマッチプレー、準決勝と

決勝の 3６ ホールのマッチプレーは体力勝負になりま

すが、対戦した皆さんの日々の精進のたまものといっ

ていい頑健さと、目を見張るナイスプレーに勇気を

いただき乗り切ることができました。

最後に、競技運営にご尽力いただいたたくさんの

皆様に感謝申し上げます。これからもゴルフへの情

熱を絶やすことなく、体のケアーと技術の向上に励

み、3 度目の優勝を狙いたいと思います。

　

髙橋　功

理事長杯を振り返って

コラム 5

結果はピン奥 1 ｍちょっとにオン、ラインは下り

ですがボギーはありえません。メンバーの方々がス

タンディングオベーションと万雷の拍手で迎えて下

さる中、帽子を取り、溢れる感謝の気持ちを持って

グリーンに上った瞬間は、私のゴルフ人生で最も感

激した瞬間でした。

なんとか最後まで 1 ＵＰを守りきったというギリ

ギリの形でチャンピオンになったのですが、この熱

戦を振り返り、8 番で 5 ｍのパーパットを成功させ

た伊藤さんに心から感謝を捧げます。

もし、そこで試合が終わってしまっていたら、こ

の人生最大の感激のシーンを私は体験できずに終

わっていたからです。ゴルフはまさしく筋書きのな

い、ドラマチックな、芝の上の格闘技であり、戦う

者たちに様々な思い出を残してくれます。

私はプロゴルファーではありませんから、勝って

ももちろん賞金などありません。けれども、お金に

は換えられない尊い財産を残してくれるような気が

します。

最後になりましたが、最後まで正々堂々と戦って

下さった伊藤さんをはじめ、グリーンで見守って下

さったメンバーの皆様、キャディさん、関係者の方々

に心より御礼を申し上げます。

コラム 6

6コラム
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ゴルフ場を開放
開場 5０ 周年を契機に地域貢献・社会貢献の一環と

して行われておりますゴルフ場の一部開放を 9 月 １１

日（火）に行いました。

残暑が厳しい日の開放となるため、フェアウェイ

のスプリンクラーの散水を利用し水遊びを行いまし

た。子供たちは元気に芝生の上をところせましとは

しゃぎまわっておりました。

さらに今回は、子供たちだけではなく老人ホーム

の方々もお迎えし、子供たちとふれあって頂きまし

た。

参加者は、狭山けやき幼稚園 2００ 名・さやまが丘

幼稚園 8０ 名・あさひ保育園 29 名・特別養護老人ホー

ム 9 名となりました。

ひらかれた「日高」

12

日高ＣＣに入会して七年目にして初めてのタイト

ルを取ることが出来まして大変喜んでおります。今

年は、シニアの新人に当たりシニア選手権を目標に

スイング改造を年始めに行いましたが、なかなか思

うようにならず試行錯誤の連続でありました。その

時、ボールの位置のアドバイスをいただいた新井プ

ロ、研修会の松井さんには大変感謝しております。

おかげさまで関東クラブ対抗では、メダリスト、

そしてシニア選手権優勝と二個もタイトルを取るこ

とができました。

選手権の方はと言いますと一、二回戦、準決勝、

決勝とスコアほど楽ではなく、一打、一打にのどが

渇き、ドキドキの連続でありましたが、少しだけ運

が良く、勝つことができました。キャディさんにも

感謝しております。予選から決勝まで大変良いアド

バイスをありがとうございました。

最後になりましたが、何ひとつの滞りない運営を

された競技委員会、コース巡回までされた三宅委員、

ご苦労様でした。それから素晴らしいコースコンディ

ションを作っていただいた関係者及びフロントの皆

様にお礼申し上げます。

　

本藤　利一

シニア選手権に優勝して

コラム 7

コラム 7
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ゴルフ場を開放
開場 5０ 周年を契機に地域貢献・社会貢献の一環と

して行われておりますゴルフ場の一部開放を 9 月 １１

日（火）に行いました。

残暑が厳しい日の開放となるため、フェアウェイ

のスプリンクラーの散水を利用し水遊びを行いまし

た。子供たちは元気に芝生の上をところせましとは

しゃぎまわっておりました。

さらに今回は、子供たちだけではなく老人ホーム

の方々もお迎えし、子供たちとふれあって頂きまし

た。

参加者は、狭山けやき幼稚園 2００ 名・さやまが丘

幼稚園 8０ 名・あさひ保育園 29 名・特別養護老人ホー

ム 9 名となりました。

ゆるきゃら登場

お年寄りとふれあい

先生もびっしょりです

ひらかれた「日高」
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決勝とスコアほど楽ではなく、一打、一打にのどが

渇き、ドキドキの連続でありましたが、少しだけ運

が良く、勝つことができました。キャディさんにも

感謝しております。予選から決勝まで大変良いアド

バイスをありがとうございました。

最後になりましたが、何ひとつの滞りない運営を

された競技委員会、コース巡回までされた三宅委員、

ご苦労様でした。それから素晴らしいコースコンディ

ションを作っていただいた関係者及びフロントの皆

様にお礼申し上げます。
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ひらかれた「日高」
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チャリティゴルフ大会の開催
１０ 月 １5 日（月）に恒例となりました日高市社会福

祉地域チャリティゴルフ大会が女子研修会の協力のも

と開催されました。皆様のご厚意は同仁学院へ 2００ 千

円、日高市社会福祉協議会へ １5０ 千円のご寄付とさせ

て頂きました。

又、高友会より同仁学院へ寄付の贈呈も行われまし

た。次回は 3 月 １１ 日（月）を予定しておりますので、

皆様のご参加心よりお待ちしております。

大たたきしてもめげないで

準備体操は大切ですね

青春の 1 ページ　戦いの後は友情を

ジュニアゴルフ及び学生への取組み
ゴルファー人口の裾野の拡充及び 2０１６ 年開催のオ

リンピックのゴルフ競技の正式種目に向けて、当ク

ラブでは積極的にジュニアゴルファーの啓蒙活動を

行っております。

7 月 23 日　 関東ジュニアゴルフ選手権男子 １5 ～ １7

歳の部　予選競技

7 月 27 日　 狭山市ゴルフ協会ジュニアレッスン会

8 月 7 日

　～ 9 日　 第 5０ 回関東女子学生ゴルフ選手権

8 月 １０ 日　親と子のジュニアレッスン会

8 月 27 日　 第二回ゴルフ練習場選抜ジュニアゴルフ

大会

125210_No111_02-14.indd   14 12/12/06   11:12



お 知 ら せ
●来場者用駐車場に屋根を設置しました。

これまでの駐車場は木造の屋根が一部分のみでした。

２４年６月から夏の暑さ対策と景観改善を目的に、駐

車場の屋根の設置工事を行いました。これにより屋根

付き駐車スペースは８６台分となりました。

夏の猛暑日でのご利用も幾分緩和されるものと思い

ます。将来的に屋根部分にソーラーパネルを設置し、

太陽光発電の計画もあります。皆様方には工事期間中、

大変ご迷惑とご不便をおかけいたしました。ご協力あ

りがとうございました。

●社員研修会について

７月３０日にお客様サービス向上のための従業員研修

会が行われました。講師には関東ゴルフ連盟事務局長

及び千葉県経営品質協議会常任幹事の加藤重正氏にお

願いし、社員一同魅力のあるサービスについて学びま

した。この研修がお客様に対して実践できるよう気持

ちを引き締めて業務にあたらせていただきます。

������������������������������������������
�����������������������������������������
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●救急救命講習会に参加

AEDを２か所に設置しておりますが、実際に救急

時に使用できるように定期的に救急救命の講習会に参

加しております。

今回は、８月１５日に講習会に参加してAEDの使用

方法及び心肺蘇生の実地訓練を受けました。実際にプ

レーヤーが倒れた時を想定し社員は真剣に蘇生訓練を

行いました。

●日高のホームページ新設のお知らせ

当クラブの情報を発信するだけではなく、ゴルフ場

が地域の活性化等にお役にたてるよう新たに、ホーム

ページを開設いたします。

又、タブレット端末・スマートフォンの普及に合わ

せモニターを指でタッチしながら、情報を収集できる

タイプのホームページとなります。

２月新設の“日高カントリークラブ”ホームページ

にご期待ください。

●平成２５年度主要競技のお知らせ

クラブ選手権競技及び理事長杯競技開催時期が変更

されました。

５月２６日（日） 理事長杯 予 選

１８Hストロークプレー

６月２日（日） 理事長杯 一次・二次

１８Hストロークプレー

９日（日） 理事長杯 準決勝

３６Hマッチプレー

１６日（日） 理事長杯 決 勝

３６Hマッチプレー

８月２５日（日） クラブ選手権 予 選

１８Hストロークプレー

９月１日（日） クラブ選手権 予 選

１８Hストロークプレー

８日（日） クラブ選手権 一次・二次

１８Hマッチプレー

１５日（日） クラブ選手権 準決勝

３６Hマッチプレー

２２日（日） クラブ選手権 決 勝

３６Hマッチプレー

関東ゴルフ連盟主催競技日程のお知らせ

６月３日（月） 関東グランドシニア選手権決勝競技

４日（火） 〃

５月２０日（月） 関東倶楽部対抗埼玉地区第２予選競技

７月２２日（月） 関東ジュニアゴルフ選手権予選競技

上記競技開催日は競技出場者のプレーのみといたし

ます。また指定練習日はメンバー・ゲストのプレーは

通常通りといたします。

������������������������������������������
�����������������������������������������

16



������������������������������������������
�����������������������������������������

17

クラブ選手権 （平成２４年６月１７日）

小山田 壮権氏

内藤 潔

佐藤 嘉友

内 藤
不戦勝

新井 義弘

利
１UP

利 尚山

利
４－３

田中 倉造

小山田
９－８

津村 竜浩

田 中
２－１

小山田壮権

小山田
４－３

阿部 逸朗

小山田
２－１

伊藤 佐一

小山田
１UP

青木 茂

伊 藤
不戦勝

相馬 聡夫

伊 藤
３－１

徳永 光正

相 馬
２１H１UP

本藤 利一

伊 藤
１０－９

田中 秀明

田 中
１UP

岡部 雄二

岡 部
４－３

石井 稔晃

岡 部
２－１

●メダリスト賞 内藤 潔氏
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理事長杯 （平成２４年９月１６日）

�橋 功氏

岡部 雄二

吉原 貞夫

岡 部
３－２

仲村 泰昌

小 林
３－２

小林 元樹

小 林
４－３

吉川 弘二

� 橋
７－６

伊藤 佐一

伊 藤
不戦勝

�橋 功

� 橋
３－２

小山 純子

� 橋
１UP

小山 正人

�橋 功
６－４

柴本 尚美

小 山
２－１

阿部 逸朗

高 橋
４－３

高橋 郁夫

高 橋
２１H１UP

土屋 雅史

高 橋
２－１

中嶋道太郎

土 屋
２－１

徳永 光正

徳 永
３－１

古菅 君夫

徳 永
２１H１UP

●ベストグロス賞 岡部 雄二氏 ７３S
●ベストネット賞 岡部 雄二氏 ６７S
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シニア選手権 （平成２４年１０月２８日）

本藤 利一氏

本藤 利一

嶌田 良彦

本 藤
３－２

内藤 松雄

本 藤
４－３

杉山 俊一

内 藤
７－６

田中 倉造

本 藤
８－７

西島 武彦

田 中
５－４

青木 基秀

田 中
１UP

早川 喜弘

早 川
２－１

別府 房雄

本 藤
１１－９

澤村 治道

別 府
不戦勝

大久保幸徳

別 府
３－１

吉川 弘二

吉 川
２－１

伊藤 佐一

別 府
７－５

井上 堯

伊 藤
４－３

田中 秀明

伊 藤
７－６

松井 義明

松 井
３－１

●メダリスト賞 本藤 利一氏 ７８S
別府 房雄氏 ７８S
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〔競技成績と入賞者〕

競 技 記 録

後続組を待たせぬよう、いつも気を配ろう

日 高 研 修 会

２４年５月６日（日）
参加者 ２１名
１８H・S 東・西 A.G

五十嵐一眞氏

優勝 五十嵐一眞 ４２ ４３ ８５ １４ ７１
２位 石 井 稔 晃 ４３ ３８ ８１ ９ ７２
３位 嶌 田 良 彦 ４２ ４４ ８６ １３ ７３
４位 栗 原 誠 一 ４４ ４５ ８９ １５ ７４
５位 内 藤 潔 ３７ ４２ ７９ ４ ７５

月 例 杯 A

２４年５月２０日（日）
参加者 ６１名
１８H・S 西・南 A.G

五十嵐一眞氏

優勝 五十嵐一眞 ４０ ４２ ８２ １４ ６８
２位 岡 田 道 雄 ４７ ３９ ８６ １６ ７０
３位 小 山 純 子 ４３ ３７ ８０ ９＋１ ７０
４位 金 成 忠 夫 ４４ ４１ ８５ １４ ７１
５位 高 松 勝 ４２ ４５ ８７ １６ ７１

月 例 杯 B

２４年５月２０日（日）
参加者 ４７名
１８H・S 南・東 A.G

長嶺安重氏

優勝 長 嶺 安 重 ４３ ４８ ９１ ２５ ６６
２位 木 村 訓 久 ４６ ４２ ８８ ２２ ６６
３位 � � 哲 夫 ４５ ４５ ９０ ２３ ６７
４位 橋 本 宏 ４１ ４９ ９０ ２３ ６７
５位 下 村 俊 晴 ４６ ４２ ８８ ２１ ６７

白 百 合 杯

２４年６月５日（火）
参加者 ４１名
１８H・S 南・東 A.G

金尾ゆき子氏

優勝 金尾ゆき子 ４６ ５１ ９７ ２５ ７２
２位 青 柳 明 美 ４０ ４６ ８６ １４ ７２
３位 鈴 木 道 子 ５０ ４９ ９９ ２６ ７３

み ど り の 日 杯

２４年５月４日（金）
参加者 ６７名
１８H・S 東・西 A.G

服部正幸氏

優勝 服 部 正 幸 ４７ ４２ ８９ ２３ ６６
２位 吉 川 洋 志 ４８ ４９ ９７ ３０ ６７
３位 藪 崎 秀 明 ４４ ４７ ９１ ２３ ６８
４位 記 内 康 明 ４７ ４７ ９４ ２３ ７１
５位 阿 部 逸 朗 ３９ ３７ ７６ ５ ７１

グランドシニア選手権

２４年５月６日（日）
参加者 ３０名
１８H・S 東・西 A.G

小菅豊太郎氏

優勝 小菅豊太郎 ４２ ４２ ８４
２位 三 宅 一 成 ４２ ４２ ８４
２位 増 井 昌 弘 ４２ ４２ ８４
※プレーオフを行って、小菅豊太郎様に決定した。

グランドシニア選手権

２４年５月６日（日）
参加者 ３０名
１８H・S 東・西 A.G

比留間秀夫氏

優勝 比留間秀夫 ４４ ４２ ８６ １４ ７２
２位 田 久 金 弥 ４６ ５８ １０４ ３１ ７３
３位 橋 本 宏 ４７ ４９ ９６ ２３ ７３

（別・アンダーハンディ競技）
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日 高 研 修 会

２４年６月１７日（日）
参加者 ２４名
１８H・S 東・西 A.G

本藤利一氏

優勝 本 藤 利 一 ３８ ４１ ７９ ８ ７１
２位 内 藤 潔 ３７ ３７ ７４ ３ ７１
３位 別 府 房 雄 ３８ ４３ ８１ ７ ７４
４位 新 井 義 弘 ４０ ３９ ７９ ５ ７４
５位 松 井 義 明 ４４ ４５ ８９ １４ ７５

日 高 女 子 研 修 会

２４年６月１７日（日）
参加者 １０名
１８H・S 東・西 A.G

内藤洋子氏

優勝 内 藤 洋 子 ４３ ４７ ９０ １２＋４ ７４
２位 小 山 純 子 ４１ ４６ ８７ ９＋４ ７４
３位 石 井 愛 ４８ ５２ １００２１＋４ ７５
４位 小 菅 ミ チ ４５ ４８ ９３ １３＋４ ７６
５位 小 峰 利 恵 ４２ ４５ ８７ ７＋４ ７６

月 例 杯 A

２４年６月２４日（日）
参加者 ７５名
１８H・S 南・東 B.G

加藤仁美氏

優勝 加 藤 仁 美 ３６ ３５ ７１ ７＋２ ６２
２位 古 菅 君 夫 ３７ ３９ ７６ １２ ６４
３位 新 井 義 弘 ３４ ３５ ６９ ５ ６４
４位 徳 永 光 正 ３８ ３８ ７６ １１ ６５
５位 三 宅 一 成 ４０ ４０ ８０ １２ ６８

月 例 杯 B

２４年６月２４日（日）
参加者 ５２名
１８H・S 東・西 B.G

田畑公士郎氏

優勝 田畑公士郎 ４０ ４３ ８３ ２１ ６２
２位 赤 坂 慶 太 ４８ ４２ ９０ ２６ ６４
３位 木 村 訓 久 ４４ ４３ ８７ ２２ ６５
４位 中 山 博 ４６ ４３ ８９ ２４ ６５
５位 深 田 譽 ４９ ５１ １００ ３４ ６６

埼 玉 県 知 事 杯

２４年７月８日（日）
参加者 ６８名
１８H・S 東・西 A.G

�橋良広氏

優勝 � 橋 良 広 ４８ ４５ ９３ ２５ ６８
２位 津 川 伸 介 ４７ ４２ ８９ ２０ ６９
３位 小 川 勝 久 ４５ ４１ ８６ １７ ６９
４位 樋 口 武 司 ４７ ４６ ９３ ２３ ７０
５位 藪 崎 秀 明 ４５ ４４ ８９ １９ ７０

月 例 杯 A

２４年７月１５日（日）
参加者 ５８名
１８H・A・P 西・南 B.G

田中秀明氏

優勝 田 中 秀 明 ＋３ ＋３ ＋６ ９
２位 古 菅 君 夫 ＋２ ＋３ ＋５ １１
３位 瀧 島 誠 一 ＋２ ＋３ ＋５ １５
４位 小 宮 隆 ＋１ ＋４ ＋５ １５
５位 横 山 豊 治 ＋２ ＋２ ＋４ １１

月 例 杯 B

２４年７月１５日（日）
参加者 ４３名
１８H・A・P 南・東 B.G

青木 亘氏

優勝 青 木 亘 ＋１ ＋２ ＋３ ２３
２位 蜂 谷 紀 生 ＋３ ±０ ＋３ ２３
３位 初 村 卓 朗 ±０ ＋３ ＋３ １７
４位 丸 山 暢 謙 ＋２ ±０ ＋２ ３３
５位 杉 田 謙 三 ＋３ －１ ＋２ １７

日 高 研 修 会

２４年７月２２日（日）
参加者 ２７名
１８H・S 東・西 A.G

石井稔晃氏

優勝 石 井 稔 晃 ３９ ３７ ７６ ８ ６８
２位 松 井 義 明 ４２ ４１ ８３ １４ ６９
３位 山 崎 隆 二 ３７ ４３ ８０ １１ ６９
４位 栗 原 誠 一 ４１ ４３ ８４ １４ ７０
５位 別 府 房 雄 ４０ ３８ ７８ ８ ７０
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月 例 杯 A

２４年８月５日（日）
参加者 ７２名
１８H・S 南・東 A.G

山崎隆二氏

優勝 山 崎 隆 二 ３９ ３９ ７８ １１ ６７
２位 徳 永 光 正 ３９ ３９ ７８ ９ ６９
３位 田 中 靖 尚 ３８ ４０ ７８ ９ ６９
４位 古 賀 信 博 ４２ ４４ ８６ １６ ７０
５位 栗 原 誠 一 ４１ ４５ ８６ １５ ７１

月 例 杯 B

２４年８月５日（日）
参加者 ４０名
１８H・S 東・西 A.G

石井正男氏

優勝 石 井 正 男 ４６ ４６ ９２ ２６ ６６
２位 深 澤 博 ４５ ４６ ９１ ２４ ６７
３位 河 野 善 教 ４７ ５５ １０２ ３１ ７１
４位 小野寺亮一 ４５ ４７ ９２ ２１ ７１
５位 田 中 貞 次 ４８ ５１ ９９ ２７ ７２

日 高 研 修 会

２４年８月１２日（日）
参加者 １８名
１８H・S 東・西 A.G

古菅君夫氏

優勝 古 菅 君 夫 ４２ ３８ ８０ １０ ７０
２位 佐 藤 嘉 友 ４０ ４０ ８０ ９ ７１
３位 松 井 義 明 ４４ ４４ ８８ １４ ７４
４位 別 府 房 雄 ４１ ３９ ８０ ６ ７４
５位 山 崎 隆 二 ４３ ４２ ８５ １１ ７４

高 萩 杯

２４年８月１９日（日）
参加者 ５０名
１８H・S 東・西 B.G

野口 信氏

優勝 野 口 信 ３９ ４２ ８１ １４ ６７
２位 山 崎 隆 二 ４０ ３９ ７９ １１ ６８
３位 比留間秀夫 ４２ ４２ ８４ １４ ７０
４位 本 藤 利 一 ３９ ３７ ７６ ６ ７０
５位 伊 藤 佐 一 ３８ ３８ ７６ ５ ７１

敬 老 杯

２４年９月４日（火）
参加者 ３５名
１８H・S 東・西 B.G

岡本博央氏

優勝 岡 本 博 央 ４４ ４３ ８７ ２３ ６４
２位 内 田 勝 ４５ ４６ ９１ ２３ ６８
３位 富 田 皓 一 ４９ ５１ １００ ３１ ６９
４位 ��礼次郎 ４４ ４２ ８６ １７ ６９
５位 井 口 潔 ４８ ４８ ９６ ２７ ６９

日 高 研 修 会

２４年９月１６日（日）
参加者 ２３名
１８H・S 東・西 B.G

松井義明氏

優勝 松 井 義 明 ４３ ３９ ８２ １３ ６９
２位 伊 藤 佐 一 ３８ ３５ ７３ ４ ６９
３位 辻 隆 次 ３６ ４０ ７６ ７ ６９
４位 山 崎 隆 二 ３９ ４１ ８０ １０ ７０
５位 澤 村 治 道 ４０ ３７ ７７ ６ ７１

日 高 女 子 研 修 会

２４年７月２２日（日）
参加者 ８名
１８H・S 東・西 A.G

菅野桂子氏

優勝 菅 野 桂 子 ５１ ４６ ９７ １９＋４ ７４
２位 小 峰 利 恵 ４３ ４０ ８３ ５＋４ ７４
３位 小 山 純 子 ４１ ４５ ８６ ８＋４ ７４
４位 木下かおり ４７ ４９ ９６ １４＋４ ７８
５位 柴 本 尚 美 ４８ ４２ ９０ ７＋４ ７９

敬老の日杯（グランドシニアの部）

２４年９月１７日（月）
参加者 ３２名
１８H・S 西・南 A.G

�橋弘臣氏

優勝 � 橋 弘 臣 ４６ ４１ ８７ ２３ ６４
２位 関 敏 夫 ４６ ４０ ８６ １９ ６７
３位 比留間秀夫 ４２ ４０ ８２ １４ ６８
４位 長 岡 治 男 ４８ ４４ ９２ ２４ ６８
５位 青 木 亘 ４４ ４６ ９０ ２０ ７０
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木 曜 杯

２４年９月２０日（木）
参加者 １４名
１８H・S 東・西 B.G

服部正幸氏

優勝 服 部 正 幸 ４４ ４４ ８８ ２４ ６４
２位 高橋勢津子 ５５ ５０ １０５３０＋３ ７２
３位 井 口 潔 ４９ ５０ ９９ ２７ ７２

日 高 女 子 研 修 会

２４年９月２６日（水）
参加者 ８名
１８H・S 東・西 A.G

田中千枝子氏

優勝 田中千枝子 ４３ ４４ ８７ １６＋４ ６７
２位 青 柳 明 美 ４２ ４６ ８８ １３＋４ ７１
３位 小 峰 利 恵 ４１ ４４ ８５ ６＋４ ７５
４位 石 本 純 子 ４５ ４８ ９３ １４＋４ ７５
５位 徐 貞 玉 ５１ ４８ ９９ １５＋４ ８０

月 例 杯 A

２４年９月３０日（日）
参加者 ６９名
１８H・S 東・西 A.G

徳永光正氏

優勝 徳 永 光 正 ３８ ４１ ７９ ９ ７０
２位 宮 � 徹 ４１ ４１ ８２ １０ ７２
３位 内 藤 潔 ３４ ４０ ７４ ２ ７２
４位 早 田 昌 弘 ４４ ４０ ８４ １１ ７３
５位 伊 藤 佐 一 ３９ ３８ ７７ ４ ７３

月 例 杯 B

２４年９月３０日（日）
参加者 ５１名
１８H・S 西・南 A.G

�橋弘臣氏

優勝 � 橋 弘 臣 ４５ ３９ ８４ ２３ ６１
２位 田 村 浩 三 ４４ ４２ ８６ ２３ ６３
３位 河 野 善 教 ４７ ４９ ９６ ３１ ６５
４位 半 田 武 ４６ ４５ ９１ ２５ ６６
５位 深 澤 博 ４８ ４３ ９１ ２４ ６７

白 百 合 杯

２４年１０月２日（火）
参加者 ４８名
１８H・S 南・東 A.G

金子英子氏

優勝 金 子 英 子 ４４ ４７ ９１ ２３ ６８
２位 松田美千代 ４３ ４９ ９２ ２２ ７０
３位 小 峰 利 恵 ３７ ４１ ７８ ６ ７２

日 高 研 修 会

２４年１０月２１日（日）
参加者 ２２名
１８H・S 東・西 B.G

内藤 潔氏

優勝 内 藤 潔 ３５ ３８ ７３ ２ ７１
２位 小 山 明 宏 ４１ ４２ ８３ １２ ７１
３位 松 井 義 明 ４１ ４３ ８４ １２ ７２
４位 津 村 竜 浩 ４１ ４０ ８１ ７ ７４
５位 内 藤 松 雄 ４１ ４０ ８１ ６ ７５

日 高 女 子 研 修 会

２４年１０月２４日（火）
参加者 １０名
１８H・S 東・西 A.G

徐 貞玉氏

優勝 徐 貞 玉 ４８ ４６ ９４ １６＋４ ７４
２位 小 菅 ミ チ ４６ ４５ ９１ １２＋４ ７５
３位 小 峰 利 恵 ４１ ４５ ８６ ６＋４ ７６
４位 田中千枝子 ５１ ４６ ９７ １６＋４ ７７
５位 内 藤 洋 子 ４７ ４８ ９５ １２＋４ ７９

敬老の日杯（シニアの部）

２４年９月１７日（月）
参加者 ２３名
１８H・S 東・西 A.G

本藤利一氏

優勝 本 藤 利 一 ３８ ３６ ７４ ６ ６８
２位 玉 井 克 彦 ５２ ４８ １００ ３１ ６９
３位 出 口 宣 夫 ４９ ４８ ９７ ２５ ７２
４位 小 林 直 樹 ４６ ４２ ８８ １５ ７３
５位 小 林 元 樹 ４３ ４４ ８７ １４ ７３
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平成２４年５月１日～平成２４年１０月３１日までの競技ク ラ ブ 記 録
５月

１０日（木）・１１日（金）
２０１２年度（第２０回）日本女子シニアゴルフ選手権競技
於：相模カンツリー倶楽部
小峰利恵氏参加

１４日（月） 平成２４年度関東アマチュアゴルフ選手権
第３ブロック大会

於：霞ヶ関カンツリー倶楽部東コース
阿部逸朗氏参加

１４日（月） 平成２４年度関東アマチュアゴルフ選手権
第４ブロック大会

於：霞ヶ関カンツリー倶楽部西コース
新井義弘氏参加

２１日（月） 平成２４年度関東倶楽部対抗
埼玉第１ブロック予選競技

於：鳩山カントリークラブ
Aクラス
伊藤佐一、本藤利一、別府房雄、内藤松雄氏参加
Bクラス
内藤潔、新井義弘、津村竜浩、石井稔晃氏参加

６月

１１日（月） 平成２４年度関東女子倶楽部対抗～報知杯～
埼玉ブロック予選競技

於：日高カントリークラブ東・西コース
大井圭子、小峰利恵、小山純子、柴本尚美、
内藤洋子氏参加

２５日（月） 平成２４年度関東倶楽部対抗決勝競技
於：取手国際カントリークラブ
Aクラス
伊藤佐一、本藤利一、別府房雄氏参加
Bクラス
内藤潔、新井義弘、津村竜浩氏参加

７月

２日（月） 平成２４年度関東シニアゴルフ選手権
第５ブロック予選競技

於：本厚木カンツリークラブ
伊藤佐一氏参加

３日（火） 平成２４年度関東シニアゴルフ選手権
第６ブロック予選競技

於：富士小山ゴルフクラブ
小山田壮権氏参加

４日（水） 平成２４年度関東シニアゴルフ選手権
第２ブロック予選競技

於：鴻巣カントリークラブ
青木基秀、田中倉造、永島政行、本藤利一氏参加

６日（金） 平成２４年度関東シニアゴルフ選手権
第３ブロック予選競技

於：鶴舞カントリー倶楽部東コース
阿部逸朗、�橋功氏参加

８月

２０日（月） 平成２４年度関東女子倶楽部対抗～報知杯～
決勝競技

於：姉ヶ崎カントリークラブ
大井圭子、小峰利恵、小山純子、柴本尚美氏参加

２７日（月） 平成２４年度関東ミッドアマチュアゴルフ選手権
第３ブロック予選競技

於：鳩山カントリークラブ
阿部逸朗、近藤博氏参加

２８日（火） 平成２４年度関東ミッドアマチュアゴルフ選手権
第６ブロック予選競技

於：中山カントリークラブ
津村竜浩氏参加

月 例 杯 A

２４年１０月２８日（日）
参加者 ５１名
１８H・S 西・南 B.G

伊藤佐一氏

優勝 伊 藤 佐 一 ３６ ３８ ７４ ４ ７０
２位 大久保幸徳 ４４ ４０ ８４ １３ ７１
３位 寺 岡 由 則 ４２ ４４ ８６ １４ ７２
４位 鈴木昭一郎 ４５ ４０ ８５ １３ ７２
５位 徳 永 光 正 ４４ ３６ ８０ ７ ７３

月 例 杯 B

２４年１０月２８日（日）
参加者 ３７名
１８H・S 東・西 B.G

上野治久氏

優勝 上 野 治 久 ４９ ４６ ９５ ２５ ７０
２位 長 岡 治 男 ４６ ４９ ９５ ２４ ７１
３位 齋 藤 清 ５１ ４６ ９７ ２６ ７１
４位 橋 本 宏 ４６ ４７ ９３ ２１ ７２
５位 平 城 弘 昭 ５０ ５３ １０３ ３０ ７３
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９月

３日（月） 平成２４年関東ミッドシニアゴルフ選手権
第３ブロック予選競技

於：武蔵野ゴルフクラブ
岡部雄二、杉山俊一、田中倉造、内藤松雄、
松井義明氏参加

１０日（月） 平成２４年度関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権
第１ブロック予選競技

於：日高カントリークラブ東・西コース
青柳明美、大井圭子、加藤仁美、小峰利恵、
小山純子氏参加

１０日（月） 平成２４年度関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権
第２ブロック予選競技

於：日高カントリークラブ西・南コース
小宮妙子、柴本尚美氏参加

１０日（月） 平成２４年度関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権
第３ブロック予選競技

於：日高カントリークラブ南・東コース
石本純子、平木温子氏参加

１８日（火）・１９日（水）
平成２４年度関東女子シニアゴルフ選手権競技
於：小金井カントリー倶楽部
大井圭子、小峰利恵、小宮妙子、柴本尚美、
嶋田真理氏参加

１８日（火） 関東アンダーハンディキャップゴルフ選手権－KGA杯－
埼玉ブロック大会

兼埼玉県アンダーハンディキャップ選手権
於：霞ヶ関カンツリー倶楽部東コース
男子Aクラス
青木基秀、小山明宏、杉山雄一、辻隆次、
永島政行氏参加
男子Bクラス
屋宮淳一、中嶋道太郎、服部正幸、林一夫、
三浦和夫氏参加

於：霞ヶ関カンツリー倶楽部西コース
女子Aクラス
青柳明美、小山純子氏参加

１０月

１５日（月）・１６日（火）
平成２４年度関東ミッドシニアゴルフ選手権

決勝競技
於：嵐山カントリークラブ
伊藤佐一、岡部雄二氏参加

２２日（月）・２３日（火）
平成２４年度関東女子ミッドアマチュアゴルフ選手権

決勝競技
於：戸塚カントリー倶楽部東コース
加藤仁美、小山純子、柴本尚美氏参加

ホール・イン・ワン 平成２４年４月２４日～平成２４年１０月２３日

氏 名 区 分 期 日 グリーン ホ ー ル

山 田 明 雄 正 会 員 ２４．４．３０ A グ リー ン 南４番

青 木 基 秀 正 会 員 ２４．５．４ A グ リー ン 西４番

小 峰 利 恵 正 会 員 ２４．５．２３ A グ リー ン 西４番

小 坂 暁 美 正 会 員 ２４．６．５ A グ リー ン 東６番

新 井 忠 佑 正 会 員 ２４．６．８ A グ リー ン 東２番

津 田 徹 正 会 員 ２４．７．２８ A グ リー ン 東２番

倉 持 正 太 郎 平 日 会 員 ２４．９．４ B グ リー ン 東６番

齋 藤 邦 夫 正 会 員 ２４．９．１７ A グ リー ン 南８番
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合 場 光 男 ５４歳（個人） 池 田 和 広 ５２歳（個人）

自 宅 群馬県館林市

勤務先 あいば歯科

推薦保証人 松本 乙彦

推薦人 久保木 幹太

自 宅 東京都杉並区

勤務先 �博報堂
推薦保証人 泊 三夫

推薦人 江花 昭彦

青 木 郁 稔 ５２歳（法人） 池 田 正 樹 ５９歳（個人）

自 宅 埼玉県ふじみ野市

勤務先 共栄企画�
推薦保証人 近藤 博政

推薦人 船津 貞夫

自 宅 東京都杉並区

勤務先 �池田商店
推薦保証人 柳橋 晃一郎

推薦人 近藤 賢八郎

赤 羽 哲 郎 ５２歳（個人） 伊 藤 憲 ３７歳（個人）

自 宅 埼玉県川越市

勤務先 赤羽税務会計事務所

推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久

自 宅 東京都渋谷区

勤務先 伊藤歯科医院

推薦保証人 伊藤 八千代

推薦人 佐川 八重子

秋 山 修一郎 ５８歳（法人） 伊 藤 憲 治 ３４歳（個人）

自 宅 東京都世田谷区

勤務先 �小学館
推薦保証人 増井 昌弘

推薦人 蜂谷 紀生

自 宅 東京都中野区

勤務先 �東急コミュニティー
推薦保証人 鈴村 暁男

推薦人 鈴村 三知

五十嵐 真 人 ５３歳（法人） 岩 崎 伸 二 ６０歳（個人）

自 宅 神奈川県横浜市

勤務先 �博報堂
推薦保証人 小林 昭夫

推薦人 泊 三夫

自 宅 東京都稲城市

推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 関 敏夫

会員のご紹介
（平成２４年５月１日～平成２４年１０月３１日）

（５０音順）

新入会員
＜正会員＞



������������������������������������������
�����������������������������������������

27

内 田 南 ４２歳（個人） 岸 璋 ７２歳（法人）

自 宅 東京都練馬区

勤務先 新日本有限責任監査法人

推薦保証人 松本 治雄

推薦人 坂東 雅武

自 宅 埼玉県蕨市

勤務先 �サブニード技研
推薦保証人 川島 正彦

推薦人 完山 松夫

宇 藤 公 高 ５５歳（個人） 倉 田 信 � ７５歳（法人）

自 宅 東京都小平市

勤務先 �プロネクサス
推薦保証人 山田 幸三

推薦人 徳竹 明士

自 宅 東京都港区

勤務先 学校法人 東京国際大学

推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 関 敏夫

大 西 哲 夫 ６４歳（個人） 剣 持 忠 ４７歳（個人）

自 宅 東京都小金井市

推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 久保木 幹太

自 宅 東京都杉並区

勤務先 �メンバーズ
推薦保証人 山木 介二

推薦人 尾澤 哲郎

岡 部 安 治 ５６歳（法人） 古 賀 淳 一 ５８歳（法人）

自 宅 東京都中野区

勤務先 尼崎築港�
推薦保証人 大川 博士

推薦人 瀬川 雄次

自 宅 東京都三鷹市

勤務先 第一三共�
推薦保証人 村川 健太郎

推薦人 平田 豊

奥 住 茂 ６３歳（個人） 國 分 裕 司 ５４歳（個人）

自 宅 東京都西東京市

勤務先 南台幼稚園

推薦保証人 完山 松夫

推薦人 川島 正彦

自 宅 東京都練馬区

勤務先 こくぶん医院

推薦保証人 平田 信

推薦人 本橋 雅昭

金 子 重 夫 ６０歳（法人） 小 暮 和 明 ５６歳（法人）

自 宅 埼玉県日高市

勤務先 �日高ゴルフレインジ
推薦保証人 金子 英子

推薦人 荻野 喜孝

自 宅 群馬県太田市

勤務先 三国コカ・コーラボトリング�
推薦保証人 赤池 文夫

推薦人 尾崎 栄治
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後 藤 康 ５５歳（個人） 宍 倉 健 作 ４７歳（個人）

自 宅 埼玉県坂戸市

勤務先 オリエント通信�
推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久

自 宅 東京都世田谷区

勤務先 �サンキャピタル
推薦保証人 宍倉 八重子

推薦人 竹厚 四郎

斉 木 泰 光 ４７歳（法人） 庄 司 裕 三 ６４歳（法人）

自 宅 埼玉県ふじみ野市

勤務先 斎木ガス�
推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久

自 宅 東京都調布市

勤務先 �トッパン・コスモ
推薦保証人 佐川 八重子

推薦人 若林 勝夫

齋 藤 雅 之 ５９歳（個人） 鈴 木 正 美 ５５歳（個人）

自 宅 東京都目黒区

勤務先 �オリエントコーポレーション
推薦保証人 伊藤 晃

推薦人 斎藤 勝

自 宅 埼玉県所沢市

勤務先 鈴木正美税理士事務所

推薦保証人 山中 豊

推薦人 瀧島 正男

齊 藤 吉 信 ６１歳（法人） � 木 千 里 ４８歳（個人）

自 宅 埼玉県所沢市

勤務先 �タカヤマ
推薦保証人 古谷 賢一

推薦人 小菅 滋朗

自 宅 東京都港区

推薦保証人 小川 勝人

推薦人 有山 賢市

坂 本 俊 英 ４６歳（個人） 竹 田 景 ４０歳（法人）

自 宅 東京都世田谷区

勤務先 東京マシン・アンド・ツール�
推薦保証人 坂本 俊郎

推薦人 吉村 好子

自 宅 東京都渋谷区

勤務先 竹田理化工業�
推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 久保木 幹太

佐 藤 弘 毅 ４７歳（個人） 田 中 武 一 ６２歳（個人）

自 宅 東京都練馬区

勤務先 佐藤弘毅税理士事務所

推薦保証人 宮嶋 義伸

推薦人 渡邉 篤史

自 宅 埼玉県所沢市

勤務先 �田八
推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久
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成 瀬 弘 徳 ５２歳（法人） 船 津 正 行 ３３歳（法人）

自 宅 東京都荒川区

勤務先 日本アイ・ビー・エム�
推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 関 敏夫

自 宅 埼玉県入間郡

勤務先 �船芳
推薦保証人 船津 貞夫

推薦人 石川 敏夫

西 森 英 彦 ７３歳（個人） 船 場 一 章 ６５歳（個人）

自 宅 東京都杉並区

勤務先 �ファミリ東京
推薦保証人 佐川 八重子

推薦人 廣瀬 峰夫

自 宅 東京都小平市

勤務先 双日�
推薦保証人 完山 松夫

推薦人 川島 正彦

浜 邦 彦 ５５歳（法人） 舟 橋 邦 夫 ４３歳（法人）

自 宅 埼玉県北本市

勤務先 コスモス商事�
推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 赤川 弘三

自 宅 東京都国立市

勤務先 豊建材�
推薦保証人 西島 武彦

推薦人 野口 甚平

藤 井 英 博 ６１歳（個人） 増 田 俊 明 ６５歳（個人）

自 宅 東京都文京区

勤務先 日本相互証券�
推薦保証人 楠田 智昭

推薦人 服部 總一郎

自 宅 埼玉県所沢市

勤務先 野間文化財団

推薦保証人 丹下 伸彦

推薦人 佐藤 均

藤 川 浩 二 ４６歳（法人） 松 浦 恒 雄 ５９歳（個人）

自 宅 東京都大田区

勤務先 芙蓉パーソナルコミュニケーション�
推薦保証人 �� 清孝

推薦人 �� 尚弘

自 宅 東京都立川市

勤務先 日本総合住生活�
推薦保証人 森下 均

推薦人 木下 昭彦

船 越 良 幸 ６２歳（法人） 松 本 雅 美 ５５歳（個人）

自 宅 東京都西東京市

勤務先 本州化学工業�
推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 山田 昌和

自 宅 埼玉県ふじみ野市

勤務先 アクサ損害保険�
推薦保証人 岩崎 徳雄

推薦人 船津 貞夫
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松 山 昌 弘 ６９歳（個人） 村 岡 孝 男 ６３歳（個人）

自 宅 東京都中野区

勤務先 �国際保険サービス
推薦保証人 大野 孝一

推薦人 藤森 文彬

自 宅 埼玉県さいたま市

勤務先 アグロカネショウ�
推薦保証人 明田 昭男

推薦人 根本 光夫

三 浦 秀 雄 ６２歳（法人） 村 崎 正 樹 ６５歳（法人）

自 宅 東京都中野区

勤務先 三成冷熱工業�
推薦保証人 加藤 昇次

推薦人 小林 博

自 宅 東京都調布市

勤務先 日本海商事�
推薦保証人 山村 康友

推薦人 山村 章嘉

水 野 吉 章 ６９歳（個人） 室 井 信 一 ６０歳（法人）

自 宅 東京都小金井市

勤務先 富士産業�
推薦保証人 川島 正彦

推薦人 完山 松夫

自 宅 東京都国分寺市

勤務先 �IHIエスキューブ
推薦保証人 高木 繁

推薦人 田中 秀明

水 野 好 子 ６４歳（個人） 持 田 和 男 ５６歳（個人）

自 宅 東京都小金井市

推薦保証人 川島 正彦

推薦人 完山 松夫

自 宅 埼玉県上尾市

勤務先 東京海上日動火災保険�
推薦保証人 久山 大典

推薦人 小島 達史

峰 重 克 己 ５３歳（法人） 望 月 航二郎 ６８歳（個人）

自 宅 東京都港区

勤務先 東ソー�
推薦保証人 太田垣 啓一

推薦人 田中 康彦

自 宅 東京都杉並区

勤務先 海上商事�
推薦保証人 小島 達史

推薦人 久山 大典

宮 澤 吉 彦 ６８歳（個人） 森 田 孝 俊 ５２歳（法人）

自 宅 東京都羽村市

推薦保証人 石井 正男

推薦人 野元 建二

自 宅 埼玉県さいたま市

勤務先 Meiji seikaファルマ�
推薦保証人 荒森 幾雄

推薦人 左座 理郎
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山 形 章 ５７歳（個人） 米 川 清 水 ６１歳（法人）

自 宅 東京都小平市

勤務先 海南監査法人

推薦保証人 藤田 紀良

推薦人 奈良 知幸

自 宅 東京都文京区

勤務先 日本メックス�
推薦保証人 荒井 充興

推薦人 二村 洋一

山 崎 功 三 ５１歳（法人） 米 川 忠 男 ５８歳（法人）

自 宅 東京都品川区

勤務先 �ヤマザキ
推薦保証人 大野 暉彦

推薦人 加藤 昇次

自 宅 東京都豊島区

勤務先 不二建設�
推薦保証人 大河原 茂夫

推薦人 進藤 益男

横 田 清 ５９歳（法人）

自 宅 東京都世田谷区

勤務先 �小学館
推薦保証人 増井 昌弘

推薦人 蜂谷 紀生

＜平日会員＞

阿 部 正 二 ７０歳（個人） 榮 幸 一 ７３歳（個人）

自 宅 東京都足立区

勤務先 �カネテツ
推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久

自 宅 神奈川県川崎市

勤務先 サカエ商事

推薦保証人 畠中 信二

推薦人 中島 信亮

井 深 幸 男 ６９歳（個人） 榊 原 廣 成 ６８歳（個人）

自 宅 東京都中野区

推薦保証人 伊藤 晃

推薦人 斎藤 勝

自 宅 埼玉県日高市

勤務先 野々宮神社

推薦保証人 松本 乙彦

推薦人 比留間 秀夫

上 田 永 ６３歳（個人） 清 水 吉 三 ７８歳（個人）

自 宅 東京都中野区

勤務先 大星ビル管理�
推薦保証人 市川 昌廣

推薦人 和多島 潔

自 宅 埼玉県日高市

勤務先 日高ガス�
推薦保証人 松本 乙彦

推薦人 関 敏夫
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白 石 正 喜 ６２歳（個人） 貫 井 正 之 ６６歳（個人）

自 宅 東京都多摩市

勤務先 �明治
推薦保証人 佐川 八重子

推薦人 廣瀬 峰夫

自 宅 埼玉県所沢市

勤務先 貫井会計事務所

推薦保証人 知久 和夫

推薦人 市川 一夫

田 熊 樹 美 ６０歳（法人） 根 本 昭 ５９歳（個人）

自 宅 東京都東村山市

勤務先 �フライハイト
推薦保証人 太田 富雄

推薦人 谷口 忠男

自 宅 埼玉県川越市

勤務先 ティ・エス・テック�
推薦保証人 根本 光夫

推薦人 古明地 利雄

田 村 誠 ６６歳（個人） 原 富 士 郎 ７１歳（個人）

自 宅 東京都清瀬市

勤務先 森松工業�
推薦保証人 安田 望

推薦人 川島 正彦

自 宅 東京都新宿区

勤務先 ロックペイント�
推薦保証人 青本 健作

推薦人 久保木 幹太

束 原 秀 一 ６６歳（個人） 水 野 成 夫 ６４歳（個人）

自 宅 東京都杉並区

勤務先

推薦保証人 松本 治雄

推薦人 坂東 雅武

自 宅 東京都練馬区

勤務先 �池田理化
推薦保証人 大石 豊

推薦人 門脇 清

永 田 勝 志 ５５歳（法人） � 沼 敏 之 ５７歳（個人）

自 宅 神奈川県横浜市

勤務先 ダイセーロジスティクス�
推薦保証人 岩崎 徳雄

推薦人 関 敏夫

自 宅 東京都練馬区

勤務先 �長岐工業
推薦保証人 知久 和夫

推薦人 秋山 賢一

西 谷 � 司 ６０歳（個人） 山 形 佳 充 ６２歳（個人）

自 宅 東京都練馬区

勤務先 宗教法人 円光院

推薦保証人 秋山 賢一

推薦人 神志那 勝久

自 宅 東京都国立市

勤務先 三菱UFJ投信�
推薦保証人 大島 秀二

推薦人 大石 豊
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代 理 会 員

期 間 会 員

退 会 会 員

正会員 荻 野 雅 弘 正会員 斉 藤 洋 太

正会員 坂 本 俊 郎 正会員 小 川 和 江

青 木 操 青 木 光 顕 赤 川 弘 三 秋 田 兼 三 五十嵐 光 俊

岩 本 栄 馬 詰 節 子 大河原 健 吉 大 槻 俊 夫 大 西 滋 子

大 野 み さ 大 橋 幸 多 大 平 勝 義 岡 田 和 久 岡 本 静 雄

荻 野 誠 治 奥 井 順 二 尾 崎 栄 治 掛 林 健 太 片 桐 邦 夫

金 谷 信 幸 金 子 泰 雄 金 田 治 鎌 田 福 富 木 内 輝 夫

菊 地 武 倉 片 治 幸 田 義 治 古 賀 崇 嗣 後 藤 土 男

小 林 晃 近 藤 賢八郎 齋 藤 寛 在 間 稔 允 櫻 井 健 一

櫻 井 琢 平 佐 溝 邦 夫 塩 見 富士男 宍 倉 寛二郎 島 田 豊 和

進 藤 益 男 杉 山 哲 也 鈴 木 昭 治 鈴 木 正 高 島 俊 彦

田 北 誠 志 竹 田 啓 司 只 石 征之進 冨 澤 一 司 西 川 光 男

二 村 洋 一 延 原 冨美子 林 信 秀 舟 橋 勝 夫 古 沢 清三郎

松 本 鉄 男 松 本 利 治 宮 路 正 博 本 橋 雅 昭 安 田 征 克

山 田 悠 久 山 本 武 生 吉 村 真 若 林 美津枝 和 田 桂太郎

渡 辺 良 継

大 平 栗 雄 木 村 富 雄 久 住 真 市 桑 先 政 男 小 池 陽 子

駒 澤 強 樹 佐 藤 公 信 砂 田 宏 子 田 中 孝 一 土 岐 村八郎

仲 正 福 島 孝 渡 邉 洋 三

＜ 正会員 ＞

＜ 平日会員 ＞
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理事会議事録
日 時 平成２４年５月１３日（日）午前８時３０分

場 所 クラブハウス 第２食堂会議室

出席理事 相山 英生、伊東 輝昌、岩崎 徳雄、

追川 三蔵、大河原茂夫、大久保幸次、

上川 徹、金澤 實、是永 久次、

�橋 正孝、野� 昭司、宮島 壯太、

柳橋晃一郎、山本 格、山� 敏雄、

平沼 正史

欠席理事 前田隆一郎

�橋理事長が議長となり議題の審議に入った。

議 題

１．入会審査

正会員個人２２名、法人１４名、平日会員個人１０名、

法人１名、合計４７名の入会希望者について推薦理事

から推薦理由の説明があり、また審査プレーの結果

の報告が行われた。

審議の結果、４７名全員の入会が承認された。

また期間会員１名の登録が報告された。

２．夏期優待実施の件

平沼理事から夏期（７月１日～９月３０日）の平日、

土・日の優待料金の適用また土曜日のフレンドリー

大会の実施、金曜日の優待適用について説明があり、

審議の結果、その実施が承認された。

３．分科委員の改選の担当理事の件

平沼理事から次期の分科委員の選出に当たって担

当理事を伊東理事、追川理事としたいとの提案があ

り、承認された。両理事は就任を承諾した。

４．KGA公式競技の開催受入れの件

平沼理事から平成２５年度６月の関東グランドシニ

ア決勝競技の開催を当クラブで受入れたいとの提案

があり、承認された。

報告事項

１．分科委員会報告

�キャディ委員会──相山理事
─キャディ評価の結果、４３名全員がA評価を受け

た。

―最終のスタート時間は原則午後３時１５分とする。

─夏期の最高気温３１度以上の日はラウンドスルー、

２ラウンドプレーの禁止、また７～８月の猛暑

日は１ラウンド限定とすることを原則としたい。

�コース委員会──金澤理事
─現在、コース内道路の整備を実施している。

─西８番ホールのバンカーからの打ち出し防止に

ついてはネットを高くすることで対応する。

─西８番ホールから９番ホールへの通路の目隠し

対策をお願いしたい。

�ハンディキャップ委員会
─前田理事欠席のため代わって平沼理事からコー

スレートの査定について報告があった。

�競技委員会──柳橋理事
─ラテラルウォーターハザードとウォーターハザ

ードの適用についての結論に基づいて変更を実

施した。

─参加者の少ない木曜杯について競技成立を１２名

へ引き下げる提案があり、承認された。

�エチケット・フェローシップ・ハウス委員会
──山本理事

─携帯電話の使用規制、喫煙可能場所の徹底につ

いて掲示の仕方等検討して行く。

─審査プレーについてワンラウンドとするのかハ

ーフラウンドにするのかについては、暫定的に

ワンラウンドでの審査とすることで了承された。

─食堂売上増の施策を検討したい。

２．�橋理事長から以下の報告があった。
─５月５日にジュニアの大会を実施し、女子のトッ

プは７７、男子のトップは７９の好スコアであった。

─ゴルフ場利用税の廃止のための署名活動を実施

して行く。

３．山�理事から３月２８日開催の定時株主総会の概
要について報告があった。

４．平沼理事から以下の報告があった。

─駐車場拡張及び一部駐車場屋根の設置工事を実

施して行く。

─平成２４年度１～４月の来場者、売上の状況につ

いて報告があった。

─来場者増加のためゴルフダイジェストの女子会

員、JCB・UCカード会員のプレーの受入れを

試験的に実施する。

─５月２１日（月）に近隣の幼稚園児へのコース開放

を実施する。

─６月１１日（月）に関東女子倶楽部対抗の埼玉ブ

ロック予選競技が当クラブで開催されるので応
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援をお願いしたい。

以上、本日の議題審議を終了し、上記の経過及び

結果を証するため議事録を作成し、署名者を指定の

うえ記名捺印する。

平成２４年５月１３日

日高カントリークラブ 理 事 野� 昭司

理 事 宮島 壯太
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日 時 平成２４年７月８日（日）午前８時３０分

場 所 クラブハウス 第２食堂会議室

出席理事 相山 英生、伊東 輝昌、岩崎 徳雄、

追川 三蔵、大河原茂夫、大久保幸次、

上川 徹、金澤 實、是永 久次、

�橋 正孝、野� 昭司、前田隆一郎、

宮島 壯太、柳橋晃一郎、山本 格、

山� 敏雄、平沼 正史

�橋理事長が議長となり議題の審議に入った。

議 題

１．入会審査

正会員個人１２名、法人７名、平日会員個人４名、

合計２３名の入会希望者について推薦理事から推薦理

由の説明があり、また同伴プレーの結果の報告が行

われた。

審議の結果、２３名全員の入会が承認された。また

期間会員２名の登録が報告された。

報告事項

１．分科委員会報告

�キャディ委員会──相山理事
─報告事項なし

�コース委員会──金澤理事
─次期のコース委員会に女性の意見を反映できる

よう女性委員を選任して欲しい。

�ハンディキャップ委員会──前田理事
─報告事項なし

�競技委員会──柳橋理事
─関東倶楽部対抗競技は埼玉県予選は男女とも通

過し、決勝競技は男子４５位であった。女子の決

勝は８月２０日に姉ヶ崎CCで行われる。

─競技入賞者の表彰式への出席率が低いので対応

策を講ずることとする。

�エチケット・フェローシップ・ハウス委員会

──山本理事

─女子のロッカールーム内にストレッチのできる

スペースを設置して欲しいとの要望があった。

─遅延プレーの解消についてマーシャルカーの巡

回等の対応を引き続きお願いしたい。

２．�橋理事長から以下の報告があった。
─９月１６日（日）に倶楽部対抗競技の慰労会を開催

する予定である。

─女子のロッカールームについてストレッチのス

ペースの他、ロッカーの更新、浴室の改修等に

ついて事務局で検討し、提案することとしたい。

３．平沼理事から以下の報告があった。

─第１駐車場は８月中旬から使用開始となる予定

である。

─平成２４年上期の来場者、売上について報告が

あった。

─６月２５日に東北応援ゴルフフェスタを開催し、

東北の食材を使用した食事の提供、東北物産の

販売、また河北新報を通じての寄付を行った。

─平成２５年６月３～４日に関東グランドシニアゴ

ルフ選手権の決勝競技を開催する予定である。

以上、本日の議題審議を終了し、上記の経過及び

結果を証するため議事録を作成し、署名者を指定の

うえ記名捺印する。

平成２４年７月８日

日高カントリークラブ 理 事 前田隆一郎

理 事 柳橋晃一郎
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日 時 平成２４年９月１６日（日）午前８時３０分

場 所 クラブハウス 第２食堂会議室

出席理事 相山 英生、伊東 輝昌、岩崎 徳雄、

追川 三蔵、大河原茂夫、大久保幸次、

上川 徹、金澤 實、是永 久次、

�橋 正孝、野� 昭司、前田隆一郎、

宮島 壯太、柳橋晃一郎、山本 格、

山� 敏雄、平沼 正史

�橋理事長が議長となり議題の審議に入った。

議 題

１．入会審査

正会員個人８名、法人１０名、平日会員個人３名、
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法人１名および代理会員２名、合計２４名の入会希望

者について推薦理事から推薦理由の説明があり、ま

た同伴プレーの結果の報告が行われた。

審議の結果、２４名全員の入会が承認された。

２．平成２４年度冬期優待の件

事務局から平成２４年度冬期優待の提案が行われ、

審議の結果、承認された。

報告事項

１．分科委員会報告

�キャディ委員会──相山理事
─本年は猛暑日が多くキャディの体調管理のため

キャディ室に製氷機を設置する等の対策を講じ

ている。

�コース委員会──金澤理事
─猛暑にもかかわらず給水も十分に行われコース

の状態は良好である。

�ハンディキャップ委員会──前田理事
─平成２６年度から導入予定のスロープレーティン

グシステムの勉強会を実施した。

�競技委員会──柳橋理事
─平成２５年度の競技において以下の変更を行う。

１）クラブ選手権を８、９月の開催とする。

２）理事長杯を５、６月の開催とする。

３）グランドシニア選手権を２日間競技とする。

４）ポイントターニー競技、アゲンストパー競

技をアンダーハンディ競技に変更する。

─平成２４年度の男女のクラブ対抗競技の結果の報

告があった。

�エチケット・フェローシップ・ハウス委員会
──山本理事

─委員会において今回の審査プレーの結果を審査

した。

２．�橋理事長から以下の報告があった。
─平成２５年度に関東グランドシニアゴルフ選手権

の決勝競技および男子の関東クラブ対抗競技の

埼玉第１ブロック予選を当クラブで実施する。

─東北支援のチャリティーコンペを今後も実施す

る。

─入会の年齢条件の引き下げについて検討を進め

ている。

３．山�理事から平成２４年度上期の決算報告が行わ
れた。

４．平沼理事から駐車場の改修工事の進捗状況およ

び女子ロッカールーム、女子浴場の改修工事計画

について報告があった。

以上、本日の議題審議を終了し、上記の経過及び

結果を証するため議事録を作成し、署名者を指定の

うえ記名捺印する。

平成２４年９月１６日

日高カントリークラブ 理 事 山本 格

理 事 山� 敏雄
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委員会議事録
（名前頭の○印は出席委員）

〈キャディ委員会〉

開催日 平成２４年１０月７日（日）

自 午後１５時００分～至 午後１６時００分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○相山 英生

副委員長

委 員 ○岡島 京子 栗原喜代子

○古菅 君夫 松島 英夫

○安田 望 ○山根ミドリ

事務局

支配人 平沼 正史

キャディ管理係係長 島村 正子

議 題

１．理事会報告

平成２４年９月１６日（日）開催の理事会議事録参照

２．次期分科委員候補の推薦について

無記名の投票用紙の開票を行い、投票数の多い

順に４名の委員候補者が推薦された。

����������������������

〈ハンディキャップ委員会〉

開催日 平成２４年９月２日（日）
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自 午後３時００分～至 午後４時００分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○前田隆一郎

副委員長 藤巻 輝一

委 員 伊藤 邦明 内田 雅之

○澤村 治道 ○嶌田 良彦

○高松 勝 ○早川 喜弘

○原嶋 正幸 利 博文

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

議 題

１．理事会報告

平成２４年７月８日（日）開催の理事会議事録参照

２．JGA（J-sys）ハンディキャップについて

○「JGA/USGAハンディキャップインデックス」

と「スロープレーティング」の現状について、

委員長より報告があった。

○２０１４年から正式に施行される事の予定と今後の

運用について報告された。

○９月１日現在のJGA/USGAハンディキャップ

インデックス総登録者数は１，１７１名であった。

Aクラス（～１６．９）に該当する方は３７５名

Bクラス（１７．０～５０．０）に該当する方は５２０名で

あることの報告があった。

３．クラブ競技に使用されるハンディキャップにつ

いて

○現在、クラブ内競技に於いて、女性のハンディ

キャップに調整ハンディを足している事につい

て慎重に審議した結果、「JGA/USGAハンディ

キャップインデックス」が全ゴルファーの公平

なハンディキャップである事を前提として当委

員会では廃止する事を競技・ルール委員会へ提

案する事とした。

４．その他

○倶楽部対抗慰労会を男女合同で開催する事の報

告があった。

○エチケット・フェローシップ・ハウス委員会へ

食堂の新たな朝食メニューの考案を要望した。

○（財）日本ゴルフ協会は全米ゴルフ協会（USGA）

とライセンス契約を締結した。世界６大陸５０カ

国以上で採用されているUSGAハンディキャッ

プ制度に準拠したもので「世界基準」といえる

ハンディキャップ制度である。

○すべてのゴルファーにとってより公平でより使

い易いハンディキャップという観点から２０１４年

１月１日から変更される新たなJGAハンディ

キャップ制度に変わる。

○プレーするコース・ティーインググランドに

よって自分のプレーするハンディが変わる。

（換算表によって、適正なプレーイングハンディ

がすぐわかる）

以上の内容報告が委員長よりあった。変更に伴い

次回のクラブ会報誌に記載して案内をする事を依頼

された。
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開催日 平成２４年１０月２１日（日）

自 午後２時４５分～至 午後３時２０分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○前田隆一郎

副委員長 藤巻 輝一

委 員 ○伊藤 邦明 内田 雅之

澤村 治道 ○嶌田 良彦

○高松 勝 ○早川 喜弘

○原嶋 正幸 利 博文

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

議 題

１．理事会報告

平成２４年９月１６日（日）開催の理事会議事録参照

２．次期分科委員候補の推薦について

無記名の投票用紙の開票を行い、投票数の多い

順に４の名委員候補者が推薦された。

３．JGA（J-sys）ハンディキャップについて現状

報告
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〈競技・ルール委員会〉

開催日 平成２４年６月２４日（日）

自 午後３時０５分～至 午後４時５０分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○柳橋晃一郎

副委員長 ○田中 秀明

委 員 ○井上 堯 ○荻澤 晃

○田中 倉造 ○津村 竜浩

○徳永 光正 ○古谷 賢一
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○三宅 一成

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

提案事項

１．クラブ競技、入賞者の表彰式を欠席する事につ

いて

競技・ルール委員会の対応について意見をとり

まとめ、今後も慎重に審議をする事となり、競技

参加の皆様、入賞者は必ず表彰式へ出席すること

をお願いする事となった。

議 題

１．理事会報告

平成２４年２月１１日（土）、５月１３日（日）開催の理

事会議事録参照

○夏季優待について

２．男子・女子倶楽部対抗競技の結果報告

○男子の成績報告で予選１位通過は開場以来の快

挙となった。

○女子は当日高カントリークラブでの開催であり

精神的なプレッシャーの中無事に予選通過を果

たした。

３．関東ジュニアゴルフ選手権予選競技について

７月２３日（月）に当クラブで開催される関東ジュ

ニアゴルフ選手権予選競技について、委員長をは

じめ３名の委員が協力をする事となった。

４．平成２５年競技日程表について

○５月に開催するクラブの公式競技グランドシニ

ア選手権について格式高い公式競技である為、

来年度より２日間の競技へ変更するとの意見が

あり慎重に審議した結果、提案のとおり決定が

なされた。

「予選１８H.S １６名選抜、決勝１８H.S」尚、ア

ンダーハンディ戦は行わない事とした。

○クラブ選手権競技と理事長杯の日程の入れ替え

について

以前から審議を行っている事であるが、毎年６

月の競技日程が過密であり、参加者の体力面、

精神面を考慮して入れ替えを検討して欲しいと

の提案があった。慎重に審議して次回の委員会

で取りまとめる事とした。
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開催日 平成２４年７月８日（日）

自 午後３時００分～至 午後４時４０分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○柳橋晃一郎

副委員長 ○田中 秀明

委 員 ○井上 堯 ○荻澤 晃

○田中 倉造 ○津村 竜浩

徳永 光正 古谷 賢一

○三宅 一成

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

議 題

１．理事会報告

平成２４年７月８日（日）開催の理事会議事録参照

２．平成２５年度競技日程表について

○クラブ選手権競技と理事長杯の日程の入れ替え

について

参加者の体力面、精神面や天候の不順の事を考

慮して入れ替えを検討し、慎重に審議した結果、

承認された。

詳細はクラブ選手権競技の予選３６H.Sを２日間

に分けて各１８H.Sプレーして３６H.Sの合計スコ

アで１６名選抜する。これに伴い、タイが生じた

場合は２日目の西コースで順位を決定する。

（マッチングカード方式）

３．理事長杯について

○女性の使用ティーマークの変更について提案が

あり審議した結果、今後の継続課題となった。

４．月例杯の競技方法について

○２月のポイントターニー方式と７月のアゲンス

トパー方式を通常のアンダーハンディキャップ

方式へ変更依頼の提案が事務局よりあり、通常

よりも最終組が終了してから３０分近く集計、確

認と時間がかかり過ぎる事実がある為に、この

変更が承認された。

５．その他

○競技の際、委員担当者の立会い要請及び確認が

あった。

○クラブ競技優勝者へ優勝カップを復活して欲しい。

○プレーファーストのポスターをクラブハウス内、

各スタートハウスに貼り出しを依頼された。

○スクラッチ競技杯の優勝カップを来年度より新

規に採用して欲しい。

次回開催は８月２６日（日）、競技日程表の最終確認

を行う事と決定された。
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開催日 平成２４年８月２６日（日）

自 午後３時１５分～至 午後４時００分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○柳橋晃一郎

副委員長 ○田中 秀明

委 員 ○井上 堯 荻澤 晃

○田中 倉造 津村 竜浩

徳永 光正 ○古谷 賢一

○三宅 一成

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

議 題

１．平成２５年度競技日程表について

○クラブ選手権競技と理事長杯の日程入れ替えに

ついて

通年、理事長杯はBグリーンにて開催されてい

るが、今後は５月からになりAグリーンでの開

催を調整して頂く事とした。

○クラブ選手権競技の予選を２日間の合計で決定

をする事となり、タイが生じた場合は２日目の

西コースのマッチングカード方式に於いて決定

される事の確認がなされた。

○月例杯２月のポイントターニー方式、７月のア

ゲンストパー方式を通常のアンダーハンディ

キャップ方式への確認がなされた。

２．平成２４年度関東女子倶楽部対抗決勝競技の結果

報告があった。

３．その他

○クラブ競技開催中に東２番、西７番の両ホール

のティーインググラウンドで３組程が待たされ

て時間がかかり過ぎている問題で今後は、競技

中は上記のホールでは時間を短縮する為に、後

続組にティーショットを打たせる事を承認した。

（不当な遅延とは認めない）

４．来年度の委員改選について

競技・ルール委員会は次回、平成２４年１０月２８日

（日）に開催される事の確認がなされた。
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開催日 平成２４年１０月２８日（日）

自 午後２時５５分～至 午後３時５５分

開催場所 食堂第二会議室

出席者

委 員 長 ○柳橋晃一郎

副委員長 ○田中 秀明

委 員 井上 堯 荻澤 晃

○田中 倉造 ○津村 竜浩

○徳永 光正 ○古谷 賢一

○三宅 一成

事務局

支配人 平沼 正史

キャディマスター 三輪 悟

議 題

１．理事会報告

平成２４年９月１６日（日）開催の理事会議事録参照

２．次期分科委員候補の推薦について

無記名の投票用紙の開票を行い、投票数の多い

順に４名の委員候補者が推薦された。

３．その他（要望）

○競技・ルール委員会内の交流を深めるためにも

委員会の開催時に懇親会を開催してはどうかと

の意見があった。
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〈コース委員会〉

開催日 平成２４年１０月１４日（日）

自 午後２時００分～至 午後２時４０分

開催場所 食堂第二特別室

出席者

委 員 長 ○金澤 實

副委員長 ○増井 昌弘

委 員 浦野 力 ○雲所 誠治

熊澤 英男 ○栗原 誠一

○田口 勇男 橋口 秀之

○緑川喜美雄

事務局

支配人 平沼 正史

コース環境部 本田 豊

業務営業部 小俣小太郎

議 題

１．理事会報告

平成２４年５月１３日・７月８日・９月１６日開催の

理事会議事録参照

２．コース整備状況について

本田キーパーよりコース整備状況報告があった。

○今春のフェアウェイの立ち上がりは、サッチ分
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解剤の効果があり厳冬の中１～２週間くらい根

付が早かった。

○６月～９月の管理の厳しい季節の間に外部の競

技を４試合行ったが、大きな問題もなく無事競

技を行えた。

○西８番BG右側のボール飛び出し防止用ネット

フェンス上部の増設が完了した。

○西２番・９番ホールのティーグラウンド改修工

事が完了した。

西２番に関しては東６番への打ち込み防止には

効果が出ているが、反対側の国道４０７号への飛

び出しが増えてきているので対策が必要。

西９番からの南６番への打ち込みが減っており

効果があった。

○今後の予定では、１０月末より東８番の右側池の

ビオトープの埋立工事と左側の排水工事を行う。

○東７番ティ前の池の橋を撤去するか、左側に橋

を移設することを計画中。

○バンカー砂の入れ替え工事を現在５ヵ所自社に

て行っていて一部完了済。今後は年間２０ヵ所位

を目安に行う予定。

３．次期分科委員候補の推薦について

無記名の投票用紙の開票を行い、投票数の多い

順に４名の委員候補者が推薦された。

４．その他

○カート道路の古いゴムマットの撤去、道路ので

こぼこ等の整備をしてほしい。

○グリーンのボールマークをキャディに直すよう

にしてほしい。

○来年度の委員改選においてコース委員会に女子

研修会から１名・一般の女性１名を入れてほしい。
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〈エチケット・フェローシップ・ハウス委員会〉

開催日 平成２４年６月３０日（土）

自 午後３時１０分～至 午後４時３０分

開催場所 食堂第二特別室

出席者

委 員 長 ○山本 格

副委員長 ○堀田 和彦

委 員 ○奥脇 康夫 落合賢一郎

○菅野 桂子 ○�橋 弘臣

○小宮 妙子 ○中村紀美子

○中村 泰彦 ○松本 乙彦

事務局

支配人 平沼 正史

総 務 小林 哲

議 題

１．理事会報告

平成２４年５月１３日（日）開催の理事会議事録参照

２．審査プレーについて

今回の審査プレーについて、全員の方の入会が

承認された。

３．その他（要望）

○女性のストレッチルームを改修してほしい。

○女性用の雨用キャップを販売してほしい。

○男子浴室に“シャワーで流した後浴槽にお入り

ください”の看板を設置してほしい。

○当クラブにふさわしいような裏門に改修してほ

しい。

○事務局より５月に行われたアンケートの結果と

対応が報告された。
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開催日 平成２４年９月９日（日）

自 午後４時００分～至 午後４時５０分

開催場所 食堂第二特別室

出席者

委 員 長 ○山本 格

副委員長 ○堀田 和彦

委 員 奥脇 康夫 ○落合賢一郎

○菅野 桂子 ○�橋 弘臣

小宮 妙子 ○中村紀美子

○中村 泰彦 ○松本 乙彦

事務局

支配人 平沼 正史

総 務 小林 哲

議 題

１．理事会報告

平成２４年７月８日（日）開催の理事会議事録参照

２．審査プレーについて

今回の審査プレーについて、全員の方の入会が

承認された。

３．次期分科委員候補の推薦について

投票用紙の開票を行い、４名の委員候補者が推

薦された。

４．その他（要望）

○理事・分科委員との交流を深めるためにも懇親

会を開催してはどうか。



平平成成２２５５年年度度 関関東東ゴゴルルフフ連連盟盟主主催催競競技技日日程程表表

競技名 予選・決勝 開催日 開催倶楽部

予
選

第１ブロック ４／１５（月） カメリアヒルズカントリークラブ（千葉県）
関東女子ゴルフ選手権 第２ブロック ４／２２（月） 筑波カントリークラブ（茨城県）

決勝 ５／２０（月）～５／２２（水） 横浜カントリークラブ 東（神奈川県）

予
選

第１ブロック ４／１５（月） 茨城ゴルフ倶楽部 東（茨城県）
第２ブロック 狭山ゴルフ・クラブ 東・南（埼玉県）

関東グランドシニアゴルフ選手権 第３ブロック ４／２２（月） 狭山ゴルフ・クラブ 南・西（埼玉県）
第４ブロック 狭山ゴルフ・クラブ 西・東（埼玉県）
決勝 ６／３（月）～６／４（火） 日高カントリークラブ 東・西（埼玉県）

予
選

ブ
ロ
ッ
ク

第
１

第１会場 ４／１９（金） 浅見カントリー倶楽部 北・中（茨城県）
第２会場 ４／１６（火） 箱根カントリー倶楽部（神奈川県）
第３会場 ４／１５（月） キングフィールズゴルフクラブ（千葉県）

ブ
ロ
ッ
ク

第
２

第４会場 ４／２２（月） 取手国際ゴルフクラブ 西（茨城県）
第５会場 ４／２２（月） 飯能ゴルフクラブ（埼玉県）
第６会場 ４／１５（月） 藤ヶ谷カントリークラブ（千葉県）

ブ
ロ
ッ
ク

第
３

第７会場 ４／１８（木） 紫雲ゴルフ倶楽部 飯豊（新潟県）
第８会場 ４／２２（月） 熊谷ゴルフクラブ（埼玉県）

関東アマチュアゴルフ選手権 第９会場 ４／１５（月） 湘南カントリークラブ（神奈川県）
ブ
ロ
ッ
ク

第
４

第１０会場 ４／１５（月） 鳩山カントリークラブ（埼玉県）
第１１会場 ４／１９（金） 袖ヶ浦カンツリークラブ 袖ヶ浦（千葉県）
第１２会場 ４／１５（月） 青梅ゴルフ倶楽部 東・西（東京都）

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

第１ブロック
５／１７（金）

大利根カントリークラブ 東（茨城県）
第２ブロック 大利根カントリークラブ 西（茨城県）
第３ブロック

５／１３（月）
霞ヶ関カンツリー倶楽部 東（埼玉県）

第４ブロック 霞ヶ関カンツリー倶楽部 西（埼玉県）
決勝 ６／１０（月）～６／１３（木） 日光カンツリー倶楽部（栃木県）

予
選

新潟第１会場 ５／３０（木） 中条ゴルフ倶楽部
〃 第２会場 ５／２８（火） 新潟ゴルフ倶楽部
長野会場 ５／２４（金） 大浅間ゴルフクラブ
山梨会場 ５／２３（木） 甲斐駒カントリークラブ
群馬第１会場 ５／２４（金） 草津カントリークラブ
〃 第２会場 ５／２１（火） 高山ゴルフ倶楽部
栃木第１会場 ５／２２（水） 矢板カントリークラブ ききょう・りんどう
〃 第２会場 ５／２３（木） 鶴カントリー倶楽部 中・西
〃 第３会場 ５／２１（火） 大日向カントリー倶楽部 東・西
茨城第１会場 ５／２０（月） 白帆カントリークラブ
〃 第２会場 ５／２１（火） セゴビアゴルフクラブインチヨダ
埼玉第１会場 ５／２７（月） 飯能グリーンカントリークラブ

関東倶楽部対抗 〃 第２会場 ５／２０（月） 日高カントリークラブ 東・西
千葉第１会場 ５／３０（木） 浜野ゴルフクラブ
〃 第２会場 ５／２０（月） スカイウェイカントリークラブ
〃 第３会場 ５／２８（火） 中山カントリークラブ
東京会場 ５／２０（月） GMG八王子ゴルフ場 南・東
神奈川会場 ５／２１（火） チェックメイトカントリークラブ
静岡会場 ５／２０（月） 大熱海国際ゴルフクラブ 大仁

ブ
ロ
ッ
ク
大
会

第１ブロック ６／２４（月） 長岡カントリー倶楽部 東・西（新潟）
第２ブロック ６／２４（月） 諏訪湖カントリークラブ（長野県）
第３ブロック ６／２４（月） 戸塚カントリー倶楽部 西（神奈川県）
第４ブロック ６／２５（火） 宇都宮カンツリークラブ 北・中（栃木県）
第５ブロック ６／２４（月） 筑波カントリークラブ（茨城県）
決勝 ８／６（火） 総武カントリークラブ総武 東・中（千葉県）

予
選

第１ブロック ７／１（月） 筑波カントリークラブ（茨城県）
第２ブロック ７／１（月） 森林公園ゴルフ倶楽部（埼玉県）
第３ブロック ７／２（火） 富里ゴルフ倶楽部（千葉県）

関東シニアゴルフ選手権 第４ブロック ７／１（月） 府中カントリークラブ（東京都）
第５ブロック ７／２（火） 厚木国際カントリー倶楽部 西（神奈川県）
第６ブロック ７／４（木） 東富士カントリークラブ（静岡県）
決勝 １０／７（月）～１０／８（火） 箱根カントリー倶楽部（神奈川県）

平成２４年１０月３０日現在
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競技名 予選・決勝 開催日 開催倶楽部

予
選

新潟会場 ６／１２（水） 十日町カントリークラブ つつじ・信濃
長野会場 ６／１４（金） 長野カントリークラブ 飯綱・戸隠
山梨会場 ６／４（火） 秋山カントリークラブ
群馬会場 ６／７（金） ベルエアカントリークラブ
栃木会場 ６／６（木） 東松苑ゴルフ倶楽部
茨城会場 ６／１１（火） 富士カントリー笠間倶楽部 東・南

関東女子倶楽部対抗 埼玉会場 ６／１０（月） 入間カントリークラブ
千葉第１会場 ６／１０（月） 千葉カントリークラブ 梅郷
〃 第２会場 ６／４（火） 袖ヶ浦カンツリークラブ 新袖
東京会場 ６／３（月） 府中カントリークラブ
神奈川会場 ６／３（月） 平塚富士見カントリークラブ 平塚
静岡会場 ６／４（火） 裾野カンツリー倶楽部
決勝 ８／２６（月） 大利根カントリークラブ 東（茨城）

予
選

第１ブロック ７／１（月） 嵐山カントリークラブ（埼玉県）
関東女子シニアゴルフ選手権 第２ブロック ７／８（月） 袖ヶ浦カンツリークラブ 新袖（千葉県）

決勝 ９／１８（水）～９／１９（木） 相模カンツリー倶楽部（神奈川県）

予
選

第１ブロック ８／２６（月） 龍ヶ崎カントリー倶楽部（茨城県）
第２ブロック ８／２６（月） 東松山カントリークラブ 中・西（埼玉県）
第３ブロック ８／２９（木） 岡部チサンカントリークラブ 美里（埼玉県）
第４ブロック ８／２６（月） 姉ヶ崎カントリー倶楽部 東（千葉県）

関東ミッドアマチュアゴルフ選手権
第５ブロック ８／２９（木） 浜野ゴルフクラブ（千葉県）
第６ブロック ８／２６（月） 船橋カントリー倶楽部（千葉県）
第７ブロック ８／２７（火） 長竹カントリークラブ（神奈川県）
第８ブロック ８／２６（月） 平塚富士見カントリークラブ 大磯（神奈川県）
第９ブロック ８／２７（火） 朝霧ジャンボリーゴルフクラブ 甲斐・富士（静岡県）
決勝 ９／２４（火）～９／２６（木） 大洗ゴルフ倶楽部（茨城県）

予
選

第１ブロック ９／６（金） 石坂ゴルフ倶楽部（埼玉県）

関東ミッドシニアゴルフ選手権
第２ブロック ９／２（月） 麻倉ゴルフ倶楽部（千葉県）
第３ブロック ９／２（月） 相模原ゴルフクラブ 西（神奈川県）
決勝 １０／１５（火）～１０／１６（水） 横浜カントリークラブ 東（神奈川県）

予
選

第１ブロック 鎌ヶ谷カントリークラブ 東・中（千葉県）
第２ブロック

９／２（月）
鎌ヶ谷カントリークラブ 中・西（千葉県）

関東女子ミッドアマチュア
ゴルフ選手権 第３ブロック 鎌ヶ谷カントリークラブ 西・東（千葉県）

第４ブロック 本厚木カンツリークラブ（神奈川県）
決勝 １０／２１（月）～１０／２２（火） 平川カントリークラブ（千葉県）

都
県
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

新潟ブロック ８／２７～９／２０（予定） 米山水源カントリークラブ
長野ブロック ９／２０（金） 穂高カントリークラブ
埼玉ブロック ８／２７～９／２０（予定） 狭山ゴルフ・クラブ

関東アンダーハンディキャップ
ゴルフ選手権 神奈川ブロック ８／２７～９／２０（予定） 未定

関東第１ブロック ８／２７～９／２０（予定） 未定
関東第２ブロック ８／２７～９／２０（予定） 未定

決勝 １１／５（火）、１１（月） 嵐山カントリークラブ（埼玉県）

予
選

関東第１ブロック ６／２（日） 一の宮カントリークラブ 西（千葉県）
※関東小学生ゴルフ大会 関東第２ブロック ６／３０（日） スカイウェイカントリークラブ（千葉県）

決勝 未定 未定

予
選

１５～１７歳男子 未定
１２～１４歳男子

７／２２～２３（予定）
未定

※関東ジュニアゴルフ選手権
１５～１７歳女子 未定
１２～１４歳女子 未定

決
勝

男子 ７／２９～８／２（予定） 未定
女子 ７／３１（水）～８／２（金） 千葉カントリークラブ 野田（千葉県）

開
催
月

１月 １／１８（金） 袖ヶ浦カンツリークラブ 袖ヶ浦（千葉県）
２月 ２／１８（月） 相模原ゴルフクラブ 東（神奈川県）
３月 ３／１５（金） 大利根カントリークラブ 西（茨城県）
４月 ４／８（月） 嵐山カントリークラブ（埼玉県）
５月 未開催

月例競技
６月 ６／１７（月） 龍ヶ崎カントリー倶楽部（茨城県）
７月 ７／１８（木） 武蔵カントリークラブ 豊岡（埼玉県）
８月 ８／１２～１６（予定） 未定
９月 ９／１０（火） 箱根カントリー倶楽部（神奈川県）
１０月 １０／２８～３１（予定） 未定
１１月 １１／２５（月） 茨城ゴルフ倶楽部 東（茨城県）
１２月 １２／１６（月） 鷹之台カンツリー倶楽部（千葉県）

※「未定」の日程および会場は、決定次第随時発表いたします。
※関東小学生ゴルフ大会予選は、新潟、長野、群馬、栃木、埼玉、神奈川は、各県で予選を開催しその他の都県は合同で予選を開催
します。各県で開催する予選の日程および会場は決定次第随時発表いたします。

※関東ジュニアゴルフ選手権予選は、各都県で開催するブロックと関東ブロックとして合同で開催するブロックに分けて実施します。
決定次第随時発表いたします。
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明けましておめでとうございます。

会員の皆様には輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

本年は、５月に関東倶楽部対抗埼玉ブロック予選競技が当クラブにて開催されます。皆

様のご支援、応援をお願い申し上げます。

編集後記

平成２５年度 作業計画予定表

Bグリーン
１月上旬 刈高４．０�、目砂、防寒シート掛け
中旬 活性剤散布、目砂
下旬 液肥散布、目砂

２月上旬 目砂
中旬 活性剤散布
下旬 液肥散布、目砂

３月上旬 液肥散布、目砂
中旬 刈高３．５�、目砂
下旬 液肥散布、目砂

４月上旬 刈高３．５�、目砂
中旬 更新（セアー掛け、目砂）
下旬 液肥散布、化成散布、目砂

５月上旬 刈高３．０�、目砂
中旬 化成散布、目砂
下旬 刈高３．０�、目砂

６月上旬 液肥散布、目砂
中旬 液肥散布、目砂
下旬 更新（ムク刃掛け、目砂）

７月上旬 刈高３．５�、目砂
中旬 液肥、目砂
下旬 施薬、目砂

８月上旬 刈高４．０�、更新（ムク刃掛け）
中旬 液肥、施薬、目砂
下旬 液肥、施薬、目砂

９月上旬 刈高３．５�、液肥、施薬、目砂
中旬 更新（ムク刃掛け、目砂）
下旬 液肥散布、目砂

１０月上旬 刈高３．０�、目砂
中旬 液肥、目砂
下旬 更新（セアー掛け、目砂）

１１月上旬 化成散布、目砂
中旬 施肥、施薬
下旬 施肥、施薬

１２月上旬 目砂、防寒シート掛け
中旬 施肥

Tee
１月 防寒シート掛け
２月 防寒シート掛け
３月 刈高８�
４月上旬 殺菌、除草剤散布
５月上旬 化成散布
下旬 殺菌、殺虫剤、成長調整剤散布

６月中旬 殺菌、殺虫剤、成長調整剤散布
下旬 セアー掛け、目砂

７月中旬 殺菌、殺虫剤、成長調整剤散布
８月上旬 刈高６�、殺菌剤散布、目砂
中旬 殺菌、殺虫剤、成長調整剤散布

９月上旬 化成散布
中旬 殺菌、殺虫剤、成長調整剤散布
下旬 殺菌、除草剤散布

１０月中旬 刈高１０�
１２月下旬 防寒シート掛け

FW
２月上旬 刈高１０�
下旬 スイーパー掛け

３月中旬 更新（バーチカル掛け）
４月上旬 更新（ターフコンディショナー掛け）
中旬 殺菌・殺虫剤散布

５月上旬 施肥
中旬 除草剤散布

６月中旬 不良個所、化成散布
下旬 更新（レノベアー掛け）

７月中旬 殺虫剤散布、成長調整剤散布
８月上旬 殺虫剤散布
中旬 成長調整剤散布

９月中旬 殺菌剤散布、殺虫剤散布
下旬 施肥

１０月中旬 除草剤散布

その他

落葉掃除／枯木伐採／切株切削／切株跡整地、芝張り／枝下し、間伐／樹木剪定／松枯れ防止対策（地中）／松枯れ防止対
策（地上）／樹木植栽（倒木部分補充・防球対策）／林地際ベア部分芝張り／バンカー整備（砂補充・縁切り・流れ防止マット
敷設）／カート道・管理道路整備（簡易舗装・マット敷き）／打放し練習場芝張り替え

Aグリーン
１月上旬 刈高４．０�、目砂、防寒シート掛け
中旬 活性剤散布、目砂
下旬 液肥散布、目砂

２月上旬 目砂
中旬 活性剤散布
下旬 液肥散布、目砂

３月上旬 更新（セアー掛け、目砂）
中旬 刈高３．５�、目砂
下旬 液肥散布、目砂

４月上旬 目砂
中旬 刈高３．０�、目砂
下旬 液肥散布、目砂

５月上旬 目砂
中旬 化成散布、目砂
下旬 目砂、液肥散布

６月上旬 液肥散布、目砂
中旬 液肥散布、目砂
下旬 更新（ムク刃掛け、目砂）

７月上旬 刈高３．５�、目砂
中旬 液肥、目砂
下旬 施薬、目砂

８月上旬 刈高４．０�、更新（ムク刃掛け）
中旬 液肥、施薬、目砂
下旬 液肥、施薬、目砂

９月上旬 刈高３．５�、液肥、施薬、目砂
中旬 更新（ムク刃掛け、目砂）
下旬 液肥散布、目砂

１０月上旬 刈高３．０�、目砂
中旬 更新（セアー掛け、目砂）
下旬 液肥散布、目砂

１１月上旬 化成散布、目砂
中旬 施肥、施薬
下旬 施肥、施薬

１２月上旬 目砂、防寒シート掛け
中旬 施肥

������������������������������������������
�����������������������������������������

43



２013年 1 月 1 日　発行
編集発行者　株式会社　日高カントリー倶楽部

〒３５０－１２１３ 埼 玉 県日高 市 高 萩１２０３番 地
電　話（０４２）９８９－１３１１（代表）

印 刷 東 洋 美 術 印 刷 ㈱

HIDAKA

125210_日高No111_H1-4校了.indd   1 12/12/06   11:31




